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(57)【要約】
【課題】硬化性や硬化後の耐溶剤性、基板（基材）との密着性、耐熱性及び透明性等の各
種物性を安定的に発揮でき、保存安定性に優れ、カラーフィルター等の各種用途に有用な
硬化性樹脂組成物を提供する。また、このような硬化性樹脂組成物により形成される硬化
物、並びに、該硬化物を用いたカラーフィルター及び表示装置を提供する。
【解決手段】（メタ）アクリレート系重合体、重合性化合物及び光重合開始剤を含む硬化
性樹脂組成物であって、該（メタ）アクリレート系重合体は、３級炭素含有（メタ）アク
リレート系単量体由来の構成単位を有する重合体であり、該硬化性樹脂組成物は、更に水
酸基を有する重合体を含む形態、及び、該（メタ）アクリレート系重合体が更に水酸基を
有する形態からなる群より選択される少なくとも１種の形態である硬化性樹脂組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
（メタ）アクリレート系重合体、重合性化合物及び光重合開始剤を含む硬化性樹脂組成物
であって、
該（メタ）アクリレート系重合体は、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体由来の
構成単位を有する重合体であって、重量平均分子量が２０００～１５５００であり、
該硬化性樹脂組成物は、更に水酸基を有する重合体を含む形態、及び、該（メタ）アクリ
レート系重合体が更に水酸基を有する形態からなる群より選択される少なくとも１種の形
態であることを特徴とする硬化性樹脂組成物。
【請求項２】
前記３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体は、（メタ）アクリロイル基に隣接する
酸素原子が第３級炭素原子と結合した構造を有することを特徴とする請求項１に記載の硬
化性樹脂組成物。
【請求項３】
前記（メタ）アクリレート系重合体及び／又は水酸基を有する重合体は、側鎖に重合性二
重結合を有する重合体であることを特徴とする請求項１又は２に記載の硬化性樹脂組成物
。
【請求項４】
請求項１～３のいずれかに記載の硬化性樹脂組成物を硬化してなることを特徴とする硬化
物。
【請求項５】
基板上に、請求項４に記載の硬化物を有することを特徴とするカラーフィルター。
【請求項６】
請求項５に記載のカラーフィルターを用いて構成されることを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、硬化性樹脂組成物及びその用途に関する。より詳しくは、液晶表示装置や固体
撮像素子等に用いられるカラーフィルター、インキ、印刷版、プリント配線板、半導体素
子、フォトレジスト等の、各種の光学部材や電機・電子機器等の各種用途に有用な硬化性
樹脂組成物、その硬化物、硬化物を用いたカラーフィルター及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
熱や活性エネルギー線によって硬化しうる硬化性樹脂組成物は、例えば、液晶表示装置や
固体撮像素子等に用いられるカラーフィルター、インキ、印刷版、プリント配線板、半導
体素子、フォトレジスト等の、各種の光学部材や電機・電子機器等の各種用途への適用が
種々検討され、各用途で要求される特性に優れた硬化性樹脂組成物の開発がなされている
。これらの用途のうち、カラーフィルターとは、液晶表示装置や固体撮像素子等を構成す
る主要部材であり、一般に、基板、少なくとも３原色（赤（Ｒ）・緑（Ｇ）・青（Ｂ））
の画素、及び、それらを区切る樹脂ブラックマトリクス（ＢＭ）に加え、画素及び樹脂ブ
ラックマトリクスを被覆・保護し、かつそれらの凹凸を平坦化するために設けられる保護
膜等から構成されるものである。
【０００３】
通常、硬化性樹脂組成物を用いてカラーフィルターの画素形成を行う場合は、画素一色に
つき、（１）基板全面に硬化性樹脂組成物を塗布する塗布工程と、（２）塗布工程により
形成されたレジスト膜に、フォトマスクを介してパターン露光して露光部を硬化させた後
、硬化部を不溶化する露光工程と、（３）現像液により未露光部を除去した後、焼成（ベ
ーク）によって露光部を更に硬化させる現像・焼成（ベーク）処理工程とを行い、これと
同じ工程を各色で繰り返す手法が採用されている。このようなカラーフィルター用途等へ
の適用を考慮すると、硬化性樹脂組成物には硬化性や硬化後の耐溶剤性、基板（基材）と
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の密着性、耐熱性及び透明性等の各種物性を有することが求められている。また近年では
、光学部材や電機・電子機器等の小型化・薄型化・省エネルギー化が進みつつあり、それ
に伴って、使用されるカラーフィルター等の部材には高品位な性能が要望されている。
【０００４】
従来の硬化性樹脂組成物に関し、カラーフィルター用途に適した組成物としては、例えば
、脂肪族多環式エポキシ基を有する単量体から導かれる構成単位及び不飽和カルボン酸系
単量体から導かれる構成単位を有するバインダー樹脂と、着色剤と、光重合性化合物と、
光重合開始剤と、溶剤とを含有する着色感光性樹脂組成物（特許文献１参照）や、カルボ
キシル基／フェノール性水酸基が熱分解性基で保護された残基を有する構成単位、エポキ
シ基／オキセタニル基を有する構成単位、及び、カルボキシル基／フェノール性水酸基を
有する構成単位を含む共重合体と、感放射線性ラジカル重合開始剤と、エチレン性不飽和
化合物と、着色剤とを含む着色感光性樹脂組成物（特許文献２参照）が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３３３８４７号公報
【特許文献２】特開２０１２－　２２０４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
上述したように、硬化性樹脂組成物には、硬化性や硬化後の耐溶剤性、基板（基材とも称
す）との密着性、耐熱性及び透明性等の各種物性を有することが求められている。一方で
、取り扱いの観点から、硬化性樹脂組成物それ自体が保存安定性（貯蔵安定性とも称す）
を有し、硬化物が安定的に透明性や耐溶剤性、密着性、耐熱性等を発揮できることも求め
られている。そして、近年では、表示装置等の技術の進歩に伴い、使用される各部材に対
しても更に高度な性能が強く要望されるようになりつつあり、例えばカラーフィルター用
途では、硬化後に高度な透明性が求められている。しかしながら、従来の樹脂組成物では
、これらの要望に充分に対応できないのが現状である。例えば、特許文献１や２に記載の
樹脂組成物は、硬化性が充分ではないために透明性が高い硬化物を得ることができず、ま
た、保存安定性も充分ではないことから、樹脂組成物の硬化性をより高めて、高度の透明
性等を安定的に発揮できるようにするための工夫の余地があった。また、樹脂組成物の保
存安定性を改善するための工夫の余地もあった。
【０００７】
本発明は、上記現状に鑑みてなされたものであり、硬化性、硬化後の耐溶剤性、基板（基
材）との密着性、耐熱性及び透明性等の各種物性を安定的に発揮でき、保存安定性に優れ
、カラーフィルター等の各種用途に有用な硬化性樹脂組成物を提供することを目的とする
。本発明はまた、このような硬化性樹脂組成物により形成される硬化物、並びに、該硬化
物を用いたカラーフィルター及び表示装置を提供することも目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明者は、カラーフィルター等の各種用途に有用な硬化性樹脂組成物について種々検討
したところ、（メタ）アクリレート系重合体、重合性化合物及び光重合開始剤を含む樹脂
組成物とすると、硬化性を有するものとなることに着目した。そして、（メタ）アクリレ
ート系重合体を３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体由来の構成単位を有するもの
とし、なおかつ当該硬化性樹脂組成物を、更に水酸基を有する重合体を含む形態、及び／
又は、該（メタ）アクリレート系重合体が更に水酸基を有する形態とすると、硬化性樹脂
組成物が保存安定性に優れる一方で、硬化性及び硬化後の耐溶剤性が飛躍的に向上され、
高度な透明性、基板（基材）との密着性、耐熱性、高硬度等の各種物性を安定的に発現で
きる硬化物が得られることを見いだした。このような硬化性樹脂組成物は、カラーフィル
ター用途に特に有用であり、中でも、カラーフィルター用の保護膜や絶縁膜等を形成する
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ための樹脂組成物として好適である。そのため、このような硬化性樹脂組成物から形成さ
れる硬化物、カラーフィルター及び表示装置が、近年の高性能化の要望に充分に対応でき
るものとして光学分野や電機・電子分野で極めて有用なものとなることを見いだし、上記
課題をみごとに解決することができることに想到し、本発明に到達した。
【０００９】
ここで、本発明の硬化性樹脂組成物に含まれる（メタ）アクリレート系重合体は、３級炭
素含有（メタ）アクリレート系単量体由来の構成単位を有するが、当該構成単位は熱によ
り分解されやすい。具体的には、（メタ）アクリロイル基に隣接する酸素原子と、それに
隣接する第３級炭素原子との間のＯ－Ｃ結合が切断されやすく、これにより、（メタ）ア
クリル酸と、第３級炭素原子側で生じる安定的な化合物とに分解される。そのため、例え
ば、本発明の硬化性樹脂組成物をカラーフィルターの画素形成に用いた場合には、現像後
の加熱工程（焼成工程又はポストベーク工程とも称す）によって、上述した３級炭素含有
（メタ）アクリレート系単量体に由来する構成単位が分解され、（メタ）アクリル酸と、
第３級炭素原子側で生じる安定的な化合物とが生成する。そして、硬化性樹脂組成物が更
に有し得る水酸基を有する重合体中の水酸基、及び／又は、（メタ）アクリレート系重合
体が更に有し得る水酸基と、生成した（メタ）アクリル酸との間でエステル架橋構造が生
じることに起因して、樹脂組成物の硬化性及び硬化後の耐溶剤性が飛躍的に向上されるも
のと考えられる。
【００１０】
上記（メタ）アクリレート系重合体や水酸基を有する重合体はまた、後述するように側鎖
に重合性二重結合を有する重合体であることが好ましい。これによって硬化性をより一層
高めることができるが、側鎖に重合性二重結合を有する重合体を単に使用した場合よりも
、本発明では、硬化性樹脂組成物の硬化性とともに保存安定性を向上することが可能にな
る。というのも、本発明では、上述したように、熱分解により生じた（メタ）アクリル酸
と水酸基との間でエステル架橋構造による硬化反応が期待でき、その分、重合体中の重合
性二重結合の含有量を少なくしても充分な硬化性を発現できるため、保存中に側鎖の重合
性二重結合が反応してゲル化するおそれをより低減することができることによる。
【００１１】
すなわち本発明は、（メタ）アクリレート系重合体、重合性化合物及び光重合開始剤を含
む硬化性樹脂組成物であって、該（メタ）アクリレート系重合体は、３級炭素含有（メタ
）アクリレート系単量体由来の構成単位を有する重合体であり、該硬化性樹脂組成物は、
更に水酸基を有する重合体を含む形態、及び、該（メタ）アクリレート系重合体が更に水
酸基を有する形態からなる群より選択される少なくとも１種の形態である硬化性樹脂組成
物である。
【００１２】
本発明はまた、上記硬化性樹脂組成物を硬化してなる硬化物でもある。
本発明は更に、基板上に、上記硬化物を有するカラーフィルターでもある。
本発明はそして、上記カラーフィルターを用いて構成される表示装置でもある。
以下に本発明を詳述する。なお、以下に記載される本発明の個々の好ましい形態を２又は
３以上組み合わせた形態も本発明の好ましい形態である。
【００１３】
〔硬化性樹脂組成物〕
本発明の硬化性樹脂組成物は、（メタ）アクリレート系重合体、重合性化合物及び光重合
開始剤を含むが、これら含有成分は、それぞれ１種又は２種以上を使用することができる
。また、必要に応じて、更に、他の成分を１種又は２種以上含んでいてもよい。
なお、本発明の硬化性樹脂組成物は、下記ａ）～ｃ）の３形態を含む。
ａ）（メタ）アクリレート系重合体、重合性化合物、光重合開始剤、及び、水酸基を有す
る重合体、の４成分を少なくとも含む硬化性樹脂組成物であり、該（メタ）アクリレート
系重合体は、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体由来の構成単位を有する重合体
である。更に水酸基を有するものであってもよい。
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ｂ）（メタ）アクリレート系重合体、重合性化合物、及び、光重合開始剤、の３成分を少
なくとも含む硬化性樹脂組成物であり、該（メタ）アクリレート系重合体は、３級炭素含
有（メタ）アクリレート系単量体由来の構成単位を有し、かつ水酸基を有する重合体であ
る。
ｃ）（メタ）アクリレート系重合体、重合性化合物、光重合開始剤、及び、水酸基を有す
る重合体、の４成分を少なくとも含む硬化性樹脂組成物であり、該（メタ）アクリレート
系重合体は、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体由来の構成単位を有し、かつ水
酸基を有する重合体である。
【００１４】
＜（メタ）アクリレート系重合体＞
上記硬化性樹脂組成物において、（メタ）アクリレート系重合体は、３級炭素含有（メタ
）アクリレート系単量体由来の構成単位を有する重合体である。３級炭素含有（メタ）ア
クリレート系単量体由来の構成単位とは、当該単量体中の重合性炭素－炭素二重結合（Ｃ
＝Ｃ）が単結合（Ｃ－Ｃ）になった構造単位を意味するが、当該単量体は、（メタ）アク
リロイル基に隣接する酸素原子が第３級炭素原子と結合した構造を有するものであること
が好適である。すなわち、上記３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体は、（メタ）
アクリロイル基に隣接する酸素原子が第３級炭素原子と結合した構造を有することが好適
である。なお、第３級炭素原子とは、該炭素原子に結合している他の炭素原子が３個であ
る、炭素原子を意味する。
【００１５】
上記３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体としては、分子中に重合性炭素－炭素二
重結合を１個有する化合物、すなわち分子中に（メタ）アクリロイル基（ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ
）－Ｃ（＝Ｏ）－）を１個有する化合物であることが好適であり、例えば、下記一般式（
１）：
ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ａ　　　（１）
（Ｒは、水素原子又はメチル基を表す。Ａは、酸素原子側に第３級炭素原子を有する構造
を含む、一価の有機基を表す。）で表される化合物であることが好ましい。
【００１６】
上記一般式（１）において、Ａで表される有機基は、例えば、－Ｃ（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ
３）で表すことができる。この場合、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、同一又は異なって、炭素数
１～３０の炭化水素基であることが好適であり、当該炭化水素基は、飽和炭化水素基であ
ってもよいし、不飽和炭化水素基であってもよい。また、環状構造を有するものであって
もよいし、更に置換基を有していてもよい。また、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、互いに末端部
位で連結して環状構造を形成していてもよい。
なお、本発明では、後述するように、（メタ）アクリロイル基に隣接する酸素原子と、そ
れに隣接するＡ中の第３級炭素原子との間のＯ－Ｃ結合が切断されて生成する新たな化合
物が揮発し易い点で、Ａで表される有機基の炭素数は１２以下であることが好ましい。中
でも、Ａで表される有機基が、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル及び／又は（メタ）アクリ
ル酸ｔ－アミルに由来する基であることが好ましい。また、Ａで表される有機基は、分岐
構造を有していてもよい。
【００１７】
ここで、上記３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体において、（メタ）アクリロイ
ル基に隣接する酸素原子に結合する第３級炭素原子は、隣接する炭素原子の少なくとも１
つが水素原子と結合していることが好適である。例えば、３級炭素含有（メタ）アクリレ
ート系単量体が上記一般式（１）で表される化合物であって、Ａが、－Ｃ（Ｒ１）（Ｒ２

）（Ｒ３）で表される基である場合、Ｒ１、Ｒ２及びＲ３のうち少なくとも１つが、水素
原子を１個以上有する炭素原子を含み、かつ該炭素原子が３級炭素原子に結合することが
好適である。このような形態では、加熱により、（メタ）アクリロイル基に隣接する酸素
原子と、それに隣接する第３級炭素原子との間のＯ－Ｃ結合が切断され、（メタ）アクリ
ル酸が生成すると同時に、該第３級炭素原子とそれに隣接する炭素原子との間で二重結合
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（Ｃ＝Ｃ）が形成されて新たな化合物がより安定的に生成することになる。
【００１８】
上記のようにして生成した新たな化合物は、揮発するものであることが好適である。この
場合、当該新たな化合物が硬化物中から揮散することに起因して、硬化物（硬化膜）の膜
厚が低減されると同時に、例えば、上記硬化性樹脂組成物が色材を更に含む場合には、色
材濃度が加熱後に高まる。そのため、より一層の薄膜化を実現できるとともに、高色純度
化やブラックマトリックスの高遮光率化をより図ることが可能になる。この点を考慮する
と、上記Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、同一又は異なって、炭素数１～１５の飽和炭化水素基で
あることが好適である。より好ましくは炭素数１～１０の飽和炭化水素基、更に好ましく
は炭素数１～５の飽和炭化水素基、特に好ましくは炭素数１～３の飽和炭化水素基である
。
【００１９】
上記（メタ）アクリレート系重合体は、現像性の観点から、アルカリ可溶性を示す重合体
であることが好ましく、分子内に酸基を有する重合体であることが好適である。
上記酸基としては、例えば、カルボキシル基、フェノール性水酸基、カルボン酸無水物基
、リン酸基、スルホン酸基等、アルカリ水と中和反応する官能基が挙げられ、これらの１
種のみを有していても、２種以上有していてもよい。中でも、カルボキシル基、カルボン
酸無水物基が好ましく、カルボキシル基がより好ましい。
【００２０】
上記（メタ）アクリレート系重合体が分子内に酸基を有する重合体である場合、当該重合
体の酸価（ＡＶ）としては特に限定されないが、例えば、２０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、３０
０ｍｇＫＯＨ／ｇ未満であることが好適である。これにより、より充分なアルカリ可溶性
が発現され、現像性により優れる硬化物を得ることが可能になる。酸価の下限値としてよ
り好ましくは３０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、更に好ましくは４０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上である。
また、２００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下がより好ましく、更に好ましくは１５０ｍｇＫＯＨ／ｇ
以下である。
重合体の酸価は、例えば、後述するようにして求めることができる。
【００２１】
上記（メタ）アクリレート系重合体はまた、分子内に水酸基（ヒドロキシル基）を有する
重合体であってもよい。すなわち、上記（メタ）アクリレート系重合体は更に水酸基を有
する重合体であってもよく、このような形態もまた、本発明の好適な形態の１つである。
これにより、硬化性樹脂組成物の硬化性がより向上され、透明性により一層優れる硬化物
を与えることができる。
【００２２】
上記（メタ）アクリレート系重合体は、例えば、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単
量体を含む単量体成分を重合することにより得ることができる。好ましくは、この単量体
成分が、酸基及び重合性二重結合を有する単量体を更に含むことである。また、上記（メ
タ）アクリレート系重合体が水酸基を有する場合は、上記単量体成分が、水酸基及び重合
性二重結合を有する単量体を更に含むことが好適である。
なお、使用される各単量体は、それぞれ１種又は２種以上を使用することができる。
【００２３】
上記（メタ）アクリレート系重合体は、このような単量体成分を重合することにより得ら
れる重合体（ベースポリマーとも称す）であってもよいし、後述するように、当該ベース
ポリマーに、酸基と結合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物を反応させて得
られる重合体（側鎖に重合性二重結合を有する重合体、又は、側鎖二重結合含有重合体と
も称す）であってもよく、このいずれも好適である。より好ましくは、側鎖二重結合含有
重合体であり、これにより、硬化性がより一層向上され、透明性や密着性等に更に優れる
硬化物を得ることができる。なお、側鎖の重合性二重結合は、ラジカル重合性の二重結合
であることが好適である。
【００２４】
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上記単量体成分において、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体は上述したとおり
であるが、該単量体の含有割合が、上記単量体成分の総量１００質量％に対し、５質量％
以上であることが好適である。これにより、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体
由来の構成単位に起因する本発明の効果がより一層発現されることになる。より好ましく
は１５質量％以上、特に好ましくは２０質量％以上である。また、上記含有割合の上限は
、他の単量体の含有割合を考慮して適宜設定すればよいが、例えば、カラーフィルター用
途に使用する場合、パターン特性や現像性をより向上させる観点から、９０質量％以下で
あることが好適である。より好ましくは７５質量％以下、更に好ましくは６０質量％以下
である。
【００２５】
上記酸基及び重合性二重結合を有する単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸、ク
ロトン酸、ケイ皮酸、ビニル安息香酸等の不飽和モノカルボン酸類；マレイン酸、フマル
酸、イタコン酸、シトラコン酸、メサコン酸等の不飽和多価カルボン酸類；コハク酸モノ
（２－アクリロイルオキシエチル）、コハク酸モノ（２－メタクリロイルオキシエチル）
等の不飽和基とカルボキシル基との間が鎖延長されている不飽和モノカルボン酸類；無水
マレイン酸、無水イタコン酸等の不飽和酸無水物類；ライトエステルＰ－１Ｍ（共栄社化
学製）等のリン酸基含有不飽和化合物；等が挙げられる。これらの中でも、汎用性、入手
性等の観点から、カルボン酸系単量体（不飽和モノカルボン酸類、不飽和多価カルボン酸
類、不飽和酸無水物類）を用いることが好適である。より好ましくは、反応性、アルカリ
可溶性等の点で、不飽和モノカルボン酸類を用いることが好ましく、更に好ましくは（メ
タ）アクリル酸であり、このうち特に好ましくはメタクリル酸である。
なお、（メタ）アクリル酸とは、アクリル酸及び／又はメタクリル酸を意味する。
【００２６】
上記酸基及び重合性二重結合を有する単量体の含有割合は、（メタ）アクリレート系重合
体の酸価が上述した好ましい範囲内となるように設定することが好適である。例えば、上
記単量体成分の総量１００質量％に対し、酸基及び重合性二重結合を有する単量体の含有
割合が５質量％以上であることが好ましく、より好ましくは１０質量％以上、更に好まし
くは２０質量％以上である。また、８５質量％以下であることが好ましく、より好ましく
は６０質量％以下、更に好ましくは５０質量％以下である。
【００２７】
上記単量体成分はまた、上述したように水酸基及び重合性二重結合を有する単量体を含む
ことも好適である。このような単量体は、側鎖に水酸基を有する単量体であることが好ま
しく、また、反応性の観点から、水酸基と（メタ）アクリロイル基とを有する単量体であ
ることが好適である。例えば、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アク
リル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸３－ヒドロキシプロピル、（メタ）
アクリル酸２－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸３－ヒドロキシブチル、（メタ）
アクリル酸４－ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸２，３－ヒドロキシプロピル等の
ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートが好ましく挙げられる。
なお、（メタ）アクリロイル基とは、メタクリロイル基及び／又はアクリロイル基を意味
する。
【００２８】
上記単量体成分が水酸基及び重合性二重結合を有する単量体を含む場合、該単量体の含有
割合は、例えば、上記単量体成分の総量１００質量％に対し、１質量％以上であることが
好適である。より好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１０質量％以上である。また
、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体や酸基及び重合性二重結合を有する単量体
の含有割合を考慮すると、７０質量％以下であることが好ましく、より好ましくは５０質
量％以下である。
【００２９】
本発明の硬化性樹脂組成物に含まれる（メタ）アクリレート系重合体は、３級炭素含有（
メタ）アクリレート系単量体由来の構成単位を有する重合体であるが、更に主鎖に環構造
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を有することが好ましい。環構造としては、イミド環、テトラヒドロピラン環、テトラヒ
ドロフラン環、ラクトン環等が挙げられる。これらの環構造を有するために、上記単量体
成分は更に、上述した単量体以外に、他の共重合可能な単量体（他の単量体とも称す）を
含んでいてもよい。
上記他の単量体としては、例えば、上述した単量体以外の、Ｎ置換マレイミド系単量体、
ジアルキル－２，２’－（オキシジメチレン）ジアクリレート系単量体、α－（不飽和ア
ルコキシアルキル）アクリレート系単量体（好ましくはアルキル－（α－アリルオキシメ
チル）アクリレート系単量体）等を使用することが好ましい。このように、上記単量体成
分が、更に、Ｎ置換マレイミド系単量体、ジアルキル－２，２’－（オキシジメチレン）
ジアクリレート系単量体及びα－（不飽和アルコキシアルキル）アクリレート系単量体か
らなる群より選択される少なくとも１種の単量体を含む形態は、本発明の好適な形態の１
つである。その他、要求物性に応じて（メタ）アクリル酸エステル系単量体や芳香族ビニ
ル系単量体等の１種又は２種以上が好適に使用される。
【００３０】
ここで、例えば、Ｎ置換マレイミド系単量体及び／又はジアルキル－２，２’－（オキシ
ジメチレン）ジアクリレート系単量体及び／又はアルキル－（α－アリルオキシメチル）
アクリレート系単量体を用いると、耐熱性や硬度、色材分散性等がより向上された硬化物
を与えることが可能になる。特に、ジアルキル－２，２’－（オキシジメチレン）ジアク
リレート系単量体及び／又はアルキル－（α－アリルオキシメチル）アクリレート系単量
体を用いると、耐熱着色性の点でより優れる硬化物が得られる。
なお、上記他の単量体の含有割合は、上記単量体成分の総量１００質量％中、６０質量％
以下とすることが好ましく、５０質量％以下とすることがより好適である。特にＮ置換マ
レイミド系単量体、ジアルキル－２，２’－（オキシジメチレン）ジアクリレート系単量
体及び／又はα－（不飽和アルコキシアルキル）アクリレート系単量体を含む場合、その
含有割合は、耐熱性や硬度、色材分散性、現像速度、透明性等の観点から、２～６０質量
％とすることが好ましく、より好ましくは２～５０質量％、更に好ましくは３～４０質量
％である。
【００３１】
上記Ｎ置換マレイミド系単量体としては、例えば、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、Ｎ－
フェニルマレイミド、Ｎ－メチルマレイミド、Ｎ－エチルマレイミド、Ｎ－イソプロピル
マレイミド、Ｎ－ｔ－ブチルマレイミド、Ｎ－ドデシルマレイミド、Ｎ－ベンジルマレイ
ミド、Ｎ－ナフチルマレイミド等が挙げられ、これらの１種又は２種以上を用いることが
できる。中でも、透明性の観点から、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－ベンジルマレイミド
が好ましく、特にＮ－ベンジルマレイミドが好適である。
【００３２】
上記Ｎ－ベンジルマレイミドとしては、例えば、ベンジルマレイミド；ｐ－メチルベンジ
ルマレイミド、ｐ－ブチルベンジルマレイミド等のアルキル置換ベンジルマレイミド；ｐ
－ヒドロキシベンジルマレイミド等のフェノール性水酸基置換ベンジルマレイミド；ｏ－
クロロベンジルマレイミド、ｏ－ジクロロベンジルマレイミド、ｐ－ジクロロベンジルマ
レイミド等のハロゲン置換ベンジルマレイミド；等が挙げられる。
【００３３】
上記ジアルキル－２，２’－（オキシジメチレン）ジアクリレート系単量体としては、例
えば、２，２’－〔オキシビス（メチレン）〕ビスアクリル酸、ジアルキル－２，２’－
〔オキシビス（メチレン）〕ビス－２－プロペノエート、ジアルキル－２，２’－〔オキ
シビス（メチレン）〕ビス－２－プロペノエート等の、エステル部位の少なくとも１つが
３級炭素を含有している化合物等が挙げられる。これらの中でも、透明性や分散性、工業
的入手の容易さ等の観点から、例えば、ジメチル－２，２’－［オキシビス（メチレン）
］ビス－２－プロペノエート等を用いることが好適である。
【００３４】
上記α－（不飽和アルコキシアルキル）アクリレート系単量体としては、例えば、α－ア
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リルオキシメチルアクリル酸、α－アリルオキシメチルアクリル酸メチル、α－アリルオ
キシメチルアクリル酸エチル、α－アリルオキシメチルアクリル酸ｎ－プロピル、α－ア
リルオキシメチルアクリル酸ｉ－プロピル、α－アリルオキシメチルアクリル酸ｎ－ブチ
ル、α－アリルオキシメチルアクリル酸ｓ－ブチル、α－アリルオキシメチルアクリル酸
ｔ－ブチル、α－アリルオキシメチルアクリル酸ｎ－アミル、α－アリルオキシメチルア
クリル酸ｓ－アミル、α－アリルオキシメチルアクリル酸ｔ－アミル、α－アリルオキシ
メチルアクリル酸ネオペンチル等が挙げられる。中でも、アルキル－（α－アリルオキシ
メチル）アクリレート系単量体が好適である。アルキル－（α－アリルオキシメチル）ア
クリレート系単量体としては、透明性や分散性、工業的入手の容易さ等の観点から、例え
ば、メチル－（α－アリルオキシメチル）アクリレート等を用いることが好適である。
上記α－（不飽和アルコキシアルキル）アクリレートは、例えば、国際公開第２０１０／
１１４０７７号パンフレットに開示されている製造方法により製造することができる。
【００３５】
上記（メタ）アクリル酸エステル系単量体としては、例えば、硬化物の表面硬度等を考慮
すると、脂環骨格を有する単量体が好ましい。具体的には、例えば、シクロヘキシル（メ
タ）アクリレート、シクロヘキシルメチル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）
アクリレート、１－アダマンチル（メタ）アクリレート、（３，４－エポキシシクロヘキ
シル）メチル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレート、ジシク
ロペンテニルオキシエチル（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレ
ート、ジメチロール－トリシクロデカンジ（メタ）アクリレート、ペンタシクロペンタデ
カンジメタノールルジ（メタ）アクリレート、シクロヘキサンジメタノールジ（メタ）ア
クリレート、ノルボルナンジメタノールジ（メタ）アクリレート、ｐ－メンタンー１，８
－ジオールジ（メタ）アクリレート、ｐ－メンタン－２，８－ジオールジ（メタ）アクリ
レート、ｐ－メンタン－３，８－ジオールジ（メタ）アクリレート、ビシクロ［２．２．
２］－オクタン－１－メチル－４－イソプロピル－５，６－ジメチロールジ（メタ）アク
リレート等が挙げられる。これらの中でも、汎用性、入手性等の観点から、シクロヘキシ
ル（メタ）アクリレート、シクロヘキシルメチル（メタ）アクリレート、イソボルニル（
メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリレートを用いることが好適であ
る。また、グリシジル（メタ）アクリレート、メチルグリシジル（メタ）アクリレート、
エチルグリシジル（メタ）アクリレート等の脂環式エポキシ化合物を用いることも好適で
ある。
【００３６】
上記（メタ）アクリル酸エステル系単量体はまた、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、
（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ｎ－プロピル、（メタ）アクリル酸ｉ－
プロピル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル、（メタ）アクリル酸ｓ－ブチル、（メタ）ア
クリル酸ｎ－アミル、（メタ）アクリル酸ｓ－アミル、（メタ）アクリル酸ｎ－ヘキシル
、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）ア
クリル酸トリデシル、（メタ）アクリル酸オクチル、（メタ）アクリル酸イソオクチル、
（メタ）アクリル酸ラウリル、（メタ）アクリル酸ステアリル、（メタ）アクリル酸ベン
ジル、（メタ）アクリル酸フェニル、（メタ）アクリル酸２－メトキシエチル、（メタ）
アクリル酸２－エトキシエチル、（メタ）アクリル酸フェノキシエチル、（メタ）アクリ
ル酸テトラヒドロフルフリル、（メタ）アクリル酸Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル、α－
ヒドロキシメチルアクリル酸メチル、α－ヒドロキシメチルアクリル酸エチル、α－ヒド
ロキシメチルアクリル酸ｔ－ブチル、α－ヒドロキシメチルアクリル酸ｔ－アミル等の他
、１，４－ジオキサスピロ［４，５］デカ－２－イルメタアクリル酸、（メタ）アクリロ
イルモルホリン、テトラヒドロフルフリルアクリレート、４－（メタ）アクリロイルオキ
シメチル－２－メチル－２－エチル－１，３－ジオキソラン、４－（メタ）アクリロイル
オキシメチル－２－メチル－２－イソブチル－１，３－ジオキソラン、４－（メタ）アク
リロイルオキシメチル－２－メチル－２－シクロヘキシル－１，３－ジオキソラン、４－
（メタ）アクリロイルオキシメチル－２，２－ジメチル－１，３－ジオキソラン等も挙げ
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られる。中でも、耐熱性や色材分散性、溶剤再溶解性のバランスを取り易い点で、（メタ
）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）
アクリル酸ベンジル等の（メタ）アクリル酸アルキルが好適である。
【００３７】
上記芳香族ビニル系単量体としては、例えば、スチレン、ビニルトルエン、α－メチルス
チレン、メトキシスチレン等が挙げられる。中でも、樹脂の耐熱着色性や耐熱分解性の点
で、スチレン及び／又はビニルトルエンが好適である。
【００３８】
上記他の単量体はまた、例えば、下記の化合物等の１種又は２種以上であってもよい。
Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド等の
（メタ）アクリルアミド類；ポリスチレン、ポリメチル（メタ）アクリレート、ポリエチ
レンオキシド、ポリプロピレンオキシド、ポリシロキサン、ポリカプロラクトン、ポリカ
プロラクタム等の重合体分子鎖の片末端に（メタ）アクリロイル基を有するマクロモノマ
ー類；１，３－ブタジエン、イソプレン、クロロプレン等の共役ジエン類；酢酸ビニル、
プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、安息香酸ビニル等のビニルエステル類；メチルビニル
エーテル、エチルビニルエーテル、プロピルビニルエーテル、ブチルビニルエーテル、２
－エチルヘキシルビニルエーテル、ｎ－ノニルビニルエーテル、ラウリルビニルエーテル
、シクロヘキシルビニルエーテル、メトキシエチルビニルエーテル、エトキシエチルビニ
ルエーテル、メトキシエトキシエチルビニルエーテル、メトキシポリエチレングリコール
ビニルエーテル、２－ヒドロキシエチルビニルエーテル、４－ヒドロキシブチルビニルエ
ーテル等のビニルエーテル類；Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ－
ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニルモルフォリン、Ｎ－ビニルアセトアミド等のＮ－ビニル
化合物類；（メタ）アクリル酸イソシアナトエチル、アリルイソシアネート等の不飽和イ
ソシアネート類；等。
【００３９】
上記単量体成分を重合する方法としては、バルク重合、溶液重合、乳化重合等の通常用い
られる手法を用いることができ、目的、用途に応じて適宜選択すればよい。中でも、溶液
重合が、工業的に有利で、分子量等の構造調整も容易であるため好適である。また、上記
単量体成分の重合機構は、ラジカル重合、アニオン重合、カチオン重合、配位重合等の機
構に基づいた重合方法を用いることができるが、ラジカル重合機構に基づく重合方法が、
工業的にも有利であるため好ましい。
【００４０】
上記重合反応における重合開始方法は、熱や電磁波（例えば赤外線、紫外線、Ｘ線等）、
電子線等の活性エネルギー源から重合開始に必要なエネルギーを単量体成分に供給すれば
よく、更に重合開始剤を併用すれば、重合開始に必要なエネルギーを大きく下げることが
でき、また、反応制御が容易となるため好適である。
また上記単量体成分を重合して得られる重合体の分子量は、重合開始剤の量や種類、重合
温度、連鎖移動剤の種類や量の調整等により制御することができる。
【００４１】
上記単量体成分を溶液重合法により重合する場合、重合に使用する溶媒としては、重合反
応に不活性なものであれば特に限定されるものではない。例えば、重合機構、使用する単
量体の種類や量、重合温度、重合濃度等の重合条件に応じて適宜設定すればよいが、後に
硬化性樹脂組成物とした際に、希釈剤等として溶剤を用いる場合には、該溶剤を含む溶媒
を、単量体成分の溶液重合に用いることが、効率的で好ましい。
【００４２】
上記溶媒としては、例えば、下記の化合物等が好適に挙げられ、これらの１種又は２種以
上を使用することができる。
メタノール、エタノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｓ－ブタノール等のモノ
アルコール類；エチレングリコール、プロピレングリコール等のグリコール類；テトラヒ
ドロフラン、ジオキサン等の環状エーテル類；エチレングリコールモノメチルエーテル、
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エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロ
ピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、３－
メトキシブタノール等のグリコールモノエーテル類；エチレングリコールジメチルエーテ
ル、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコールエチルメチルエーテル、
ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエ
チレングリコールエチルメチルエーテル、プロピレングリコールジメチルエーテル、プロ
ピレングリコールジエチルエーテル等のグリコールエーテル類；エチレングリコールモノ
メチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、エチレ
ングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテル
アセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコー
ルモノブチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチ
ルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジプロ
ピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノブチルエ
ーテルアセテート、３－メトキシブチルアセテート等のグリコールモノエーテルのエステ
ル類；酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸イソプロピル、酢酸ブチル、プロピ
オン酸メチル、プロピオン酸エチル、プロピオン酸ブチル、乳酸メチル、乳酸エチル、乳
酸ブチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロピオン酸エチル、３－エ
トキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、アセト酢酸メチル、アセ
ト酢酸エチル等のアルキルエステル類；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチ
ルケトン、シクロヘキサノン等のケトン類；ベンゼン、トルエン、キシレン、エチルベン
ゼン等の芳香族炭化水素類；ヘキサン、シクロヘキサン、オクタン等の脂肪族炭化水素類
；ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピロリドン等のアミド類；
等。
【００４３】
これらの溶媒の中でも、得られる重合体の溶解性、塗膜を形成する際の表面平滑性、人体
及び環境への影響の少なさ、工業的入手のし易さから、プロピレングリコールモノメチル
エーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコール
ジメチルエーテル、ジエチレングリコールエチルメチルエーテル、乳酸エチルを用いるこ
とがより好適である。
【００４４】
上記溶媒の使用量としては、上記単量体成分１００質量部に対し、５０～１０００質量部
であることが好適である。より好ましくは１００～５００質量部である。
【００４５】
上記単量体成分をラジカル重合機構により重合する場合には、熱によりラジカルを発生す
る重合開始剤を使用することが、工業的に有利で好ましい。このような重合開始剤として
は、熱エネルギーを供給することによりラジカルを発生するものであれば特に限定される
ものではなく、重合温度や溶媒、重合させる単量体の種類等の重合条件に応じて、適宜選
択すればよい。また、重合開始剤とともに、遷移金属塩やアミン類等の還元剤を併用して
もよい。
【００４６】
上記重合開始剤としては、例えば、クメンハイドロパーオキサイド、ジイソプロピルベン
ゼンハイドロパーオキサイド、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイド、ラウロイルパーオキサイ
ド、ベンゾイルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオキシイソプロピルカーボネート、ｔ－
ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート、アゾビスイソブチロニトリル、１，１’
－アゾビス（シクロヘキサンカルボニトリル）、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチル
バレロニトリル）、ジメチル２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオネート）、過酸化
水素、過硫酸塩等の通常重合開始剤として使用される過酸化物やアゾ化合物等が挙げられ
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、これらは単独で用いても、２種以上を併用してもよい。
【００４７】
上記重合開始剤の使用量は、使用する単量体の種類や量、重合温度、重合濃度等の重合条
件、目標とする重合体の分子量等に応じて適宜設定すればよく、特に限定されるものでは
ない。例えば、重量平均分子量が数千～数万の重合体を得るには、上記単量体成分１００
質量部に対して、０．１～２０質量部とすることが好適である。より好ましくは０．５～
１５質量部である。
【００４８】
上記重合ではまた、必要に応じて、通常使用される連鎖移動剤を使用してもよい。好まし
くは、重合開始剤と連鎖移動剤とを併用することである。なお、重合時に連鎖移動剤を使
用すると、分子量分布の増大やゲル化を抑制できる傾向にある。
【００４９】
上記連鎖移動剤としては、例えば、メルカプト酢酸、３－メルカプトプロピオン酸等のメ
ルカプトカルボン酸類；メルカプト酢酸メチル、３－メルカプトプロピオン酸メチル、３
－メルカプトプロピオン酸２－エチルヘキシル、３－メルカプトプロピオン酸ｎ－オクチ
ル、３－メルカプトプロピオン酸メトキシブチル、３－メルカプトプロピオン酸ステアリ
ル、トリメチロールプロパントリス（３－メルカプトプロピオネート）、ペンタエリスリ
トールテトラキス（３－メルカプトプロピオネート）、ジペンタエリスリトールヘキサキ
ス（３－メルカプトプロピオネート）等のメルカプトカルボン酸エステル類；エチルメル
カプタン、ｔ－ブチルメルカプタン、ｎ－ドデシルメルカプタン、１，２－ジメルカプト
エタン等のアルキルメルカプタン類；２－メルカプトエタノール、４－メルカプト－１－
ブタノール等のメルカプトアルコール類；ベンゼンチオール、ｍ－トルエンチオール、ｐ
－トルエンチオール、２－ナフタレンチオール等の芳香族メルカプタン類；トリス〔（３
－メルカプトプロピオニロキシ）－エチル〕イソシアヌレート等のメルカプトイソシアヌ
レート類；２－ヒドロキシエチルジスルフィド、テトラエチルチウラムジスルフィド等の
ジスルフィド類；ベンジルジエチルジチオカルバメート等のジチオカルバメート類；α－
メチルスチレンダイマー等の単量体ダイマー類；四臭化炭素等のハロゲン化アルキル類等
が挙げられる。これらは単独で用いても、２種以上を併用してもよい。
【００５０】
これらの中でも、入手性、架橋防止能、重合速度低下の度合いが小さい等の点で、メルカ
プトカルボン酸類、メルカプトカルボン酸エステル類、アルキルメルカプタン類、メルカ
プトアルコール類、芳香族メルカプタン類、メルカプトイソシアヌレート類等のメルカプ
ト基を有する化合物を用いることが好適である。より好ましくは、アルキルメルカプタン
類、メルカプトカルボン酸類、メルカプトカルボン酸エステル類であり、更に好ましくは
、ｎ－ドデシルメルカプタン、メルカプトプロピオン酸である。
【００５１】
上記連鎖移動剤の使用量は、使用する単量体の種類や量、重合温度、重合濃度等の重合条
件、目標とする重合体の分子量等に応じて適宜設定すればよく、特に限定されない。例え
ば、重量平均分子量が数千～数万の重合体を得るには、上記単量体成分１００質量部に対
し、０．１～２０質量部とすることが好適である。より好ましくは０．５～１５質量部で
ある。
【００５２】
上記重合の条件に関し、重合温度としては、使用する単量体の種類や量、重合開始剤の種
類や量等に応じて適宜設定すればよいが、例えば、５０～１５０℃が好ましく、７０～１
２０℃がより好ましい。また、重合時間も同様に適宜設定することができるが、例えば、
１～６時間が好ましく、２～５時間がより好ましい。
【００５３】
上記（メタ）アクリレート系重合体が、上記単量体成分を重合して得られるベースポリマ
ーに、酸基と結合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物を反応させて得られる
重合体（側鎖二重結合含有重合体とも称す）である場合、酸基と結合し得る官能基及び重
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合性二重結合を有する化合物としては、１種又は２種以上を使用することができる。この
ような化合物において、重合性二重結合としては、例えば、（メタ）アクリロイル基、ビ
ニル基、アリル基、メタリル基等が挙げられ、当該化合物として、これらの１種又は２種
以上を有するものが好適である。中でも、反応性の点で、（メタ）アクリロイル基が好ま
しい。また、酸基と結合し得る官能基としては、例えば、ヒドロキシ基、エポキシ基、オ
キセタニル基、イソシアネート基等が挙げられ、当該化合物として、これらの１種又は２
種以上を有するものが好適である。中でも、変成処理反応の速さ、耐熱性、分散性の点か
ら、エポキシ基（グリシジル基を含む）が好ましい。
【００５４】
上記酸基と結合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物としては、例えば、（メ
タ）アクリル酸グリシジル、（メタ）アクリル酸β－メチルグリシジル、（メタ）アクリ
ル酸β－エチルグリシジル、ビニルベンジルグリシジルエーテル、アリルグリシジルエー
テル、（メタ）アクリル酸（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチル、ビニルシクロヘ
キセンオキシド等が挙げられ、これらの１種又は２種以上を使用することができる。中で
も、エポキシ基及び（メタ）アクリロイル基を有する化合物（単量体）を用いることが好
適である。
【００５５】
上記側鎖二重結合含有重合体を得る方法としては、例えば、上記ベースポリマーと、酸基
と結合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物とを反応させる際に、該ベースポ
リマーの酸基（好ましくはカルボキシル基）の量を、該酸基と結合し得る官能基及び重合
性二重結合を有する化合物の量より過剰にする方法；上記ベースポリマーと、酸基と結合
し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物とを反応させた後に、更に多塩基酸無水
物基を有する化合物を反応させる方法；等が挙げられる。
【００５６】
上記ベースポリマー（好ましくは酸基としてカルボキシル基を有する重合体）と、酸基と
結合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物とを反応させる工程は、良好な反応
速度を確保し、かつゲル化を防ぐために、５０～１６０℃の温度範囲で行うことが好まし
い。より好ましくは７０～１４０℃、更に好ましくは９０～１３０℃である。また、反応
速度を向上するために、触媒として、通常使用されるエステル化又はエステル交換用の塩
基性触媒や酸性触媒を用いることができる。中でも、副反応が少なくなるため、塩基性触
媒を用いることが好ましい。
【００５７】
上記塩基性触媒としては、例えば、ジメチルベンジルアミン、トリエチルアミン、トリ－
ｎ－オクチルアミン、テトラメチルエチレンジアミン等の３級アミン；テトラメチルアン
モニウムクロライド、テトラメチルアンモニウムブロマイド、テトラブチルアンモニウム
ブロマイド、ｎ－ドデシルトリメチルアンモニウムクロライド等の４級アンモニウム塩；
テトラメチル尿素等の尿素化合物；テトラメチルグアニジン等のアルキルグアニジン；ジ
メチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド等のアミド化合物；トリフェニルホスフィン
、トリブチルホスフィン等の３級ホスフィン；テトラフェニルホスホニウムブロマイド、
ベンジルトリフェニルホスホニウムブロマイド等の４級ホスホニウム塩；等が挙げられ、
これらの１種又は２種以上を用いることができる。中でも、反応性、取扱い性やハロゲン
フリー等の点で、ジメチルベンジルアミン、トリエチルアミン、テトラメチル尿素、トリ
フェニルホスフィンが好ましい。
【００５８】
上記触媒の使用量は、上記単量体成分と、酸基と結合し得る官能基（例えばエポキシ基等
）及び重合性二重結合を有する化合物との合計量１００質量部に対し、０．０１～５．０
質量部とすることが好ましい。より好ましくは０．１～３．０質量部である。
【００５９】
上記ベースポリマーと、酸基と結合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物とを
反応させる工程はまた、ゲル化を防ぐために、重合禁止剤を添加し、分子状酸素含有ガス
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の存在下で行うことが好ましい。分子状酸素含有ガスとしては、通常、窒素等の不活性ガ
スで希釈された空気又は酸素ガスが用いられ、反応容器内に吹き込まれる。
【００６０】
上記重合禁止剤としては、通常使用されるラジカル重合性単量体用の重合禁止剤を用いる
ことができ、例えば、ハイドロキノン、メチルハイドロキノン、トリメチルハイドロキノ
ン、ｔ－ブチルハイドロキノン、メトキノン、６－ｔ－ブチル－２，４－キシレノール、
２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メトキシフェノール
、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）等のフェノール系
禁止剤、有機酸銅塩やフェノチアジン等が挙げられ、これらの１種又は２種以上を用いる
ことができる。中でも、低着色、重合防止能力等の点でフェノール系禁止剤が好ましく、
入手性、経済性から、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール
）、メトキノン、６－ｔ－ブチル－２，４－キシレノール、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェ
ノールがより好ましい。
【００６１】
上記重合禁止剤の使用量としては、充分な重合防止効果の確保、及び、硬化性樹脂組成物
としたときの硬化性等の観点から、上記単量体成分と、酸基と結合し得る官能基及び重合
性二重結合を有する化合物との合計量１００質量部に対し、０．００１～１．０質量部で
あることが好ましい。より好ましくは０．０１～０．５質量部である。
【００６２】
上記多塩基酸無水物基を有する化合物としては、例えば、無水コハク酸、ドデセニルコハ
ク酸、ペンタデセニルコハク酸、オクタデセニルコハク酸、テトラヒドロ無水フタル酸、
メチルテトラヒドロ無水フタル酸、ヘキサヒドロ無水フタル酸、メチルヘキサヒドロ無水
フタル酸、エンドメチレンテトラヒドロ無水フタル酸、メチルエンドメチレンテトラヒド
ロ無水フタル酸、無水マレイン酸、無水イタコン酸、無水フタル酸、無水グルタル酸、無
水フタル酸、無水トリメリット酸、無水ピロメリット酸等が挙げられ、これらの１種又は
２種以上を用いることができる。
【００６３】
上記（メタ）アクリレート系重合体は、重量平均分子量が２０００～２５００００である
ことが好適である。このような範囲にあることで、より良好な現像性を発揮することが可
能になる。より好ましくは３０００～１０００００、更に好ましくは４０００～５０００
０である。なお、上記（メタ）アクリレート系重合体が高分子量（例えば１００００～５
００００）である場合には、より高硬度の硬化物を得られる傾向があり、酸価を高い方（
好ましくは１５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上、２００ｍｇＫＯＨ／ｇ以下）に制御することで現
像されやすくなる傾向がある。
重合体の重量平均分子量は、例えば、後述するようにして求めることができる。
【００６４】
上記（メタ）アクリレート系重合体が側鎖に二重結合を有する重合体（すなわち側鎖二重
結合含有重合体）である場合、二重結合当量は２００～１００００であることが好ましい
。このような範囲にあることで、重合体の保存安定性がより良好なものとなる。より好ま
しくは２００～５０００、更に好ましくは２５０～４０００、特に好ましくは３００～４
０００である。
二重結合当量とは、重合体の二重結合１ｍｏｌあたりの重合体溶液（樹脂溶液とも称す）
の固形分の質量である。ここでいう重合体溶液の固形分の質量とは、上記単量体成分の構
成成分の質量と重合禁止剤の質量とを合計したものである。重合体溶液の固形分の質量を
重合体の二重結合量で除することにより、求めることが可能である。重合体の二重結合量
は、投入した酸基と、結合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物との量から求
めることができる。
【００６５】
本発明の硬化性樹脂組成物はまた、更に水酸基を有する重合体を含む形態、及び、該（メ
タ）アクリレート系重合体が更に水酸基を有する形態からなる群より選択される少なくと
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も１種の形態のものである。このように系中に水酸基を有することで、上述した３級炭素
含有（メタ）アクリレート系単量体由来の構成単位の分解により生じる（メタ）アクリル
酸との間でエステル架橋構造が生じることに起因して、硬化性が格段に高まり、特に透明
性に優れる硬化物を与えることが可能になる。なお、上記硬化性樹脂組成物が更に水酸基
を有する重合体を含むと同時に、上記（メタ）アクリレート系重合体が更に水酸基を有し
ていてもよい。
【００６６】
上記（メタ）アクリレート系重合体が更に水酸基を有する形態としては、上述したように
、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体、及び、水酸基及び重合性二重結合を有す
る単量体を含み、好ましくは酸基及び重合性二重結合を有する単量体を更に含む単量体成
分を重合して得られるベースポリマー；当該ベースポリマーに、酸基と結合し得る官能基
及び重合性二重結合を有する化合物を反応させて得られる側鎖二重結合含有重合体；が好
ましく挙げられる。中でも、後者の側鎖二重結合含有重合体が好ましい。
【００６７】
＜水酸基を有する重合体＞
上記硬化性樹脂組成物が、上記（メタ）アクリレート系重合体に加えて水酸基を有する重
合体を更に含む場合、該水酸基を有する重合体としては、分子内に水酸基を有するもので
ある限り特に限定されるものではない。中でも、現像性をより高める観点から、アルカリ
可溶性を示す重合体であることが好ましく、分子内に酸基を有する重合体であることが好
適である。酸基については、上記（メタ）アクリレート系重合体において上述したとおり
であり、上記水酸基を有する重合体の酸価についても、上記（メタ）アクリレート系重合
体において上述した好適な範囲内にあることが好ましい。
【００６８】
上記水酸基を有する重合体としては、例えば、水酸基及び重合性二重結合を有する単量体
を含み、好ましくは酸基及び重合性二重結合を有する単量体を更に含む単量体成分を重合
して得られるベースポリマー；当該ベースポリマーに、酸基と結合し得る官能基及び重合
性二重結合を有する化合物を反応させて得られる側鎖二重結合含有重合体；が好ましく挙
げられる。中でも、後者の側鎖二重結合含有重合体が好ましい。
このように、上記（メタ）アクリレート系重合体及び／又は水酸基を有する重合体が、側
鎖に重合性二重結合を有する重合体である形態は、本発明の好適な形態に含まれる。
【００６９】
上記水酸基を有する重合体を形成する単量体成分において、水酸基及び重合性二重結合を
有する単量体、並びに、酸基及び重合性二重結合を有する単量体の好ましい形態や具体例
等は、上述したとおりであり、各単量体は、それぞれ１種又は２種以上を使用することが
できる。
【００７０】
上記水酸基及び重合性二重結合を有する単量体の含有割合は、例えば、上記水酸基を有す
る重合体を形成する単量体成分の総量１００質量％に対し、１質量％以上であることが好
ましい。より好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１０質量％以上である。また、９
０質量％以下であることが好ましく、より好ましくは５０質量％以下、更に好ましくは２
５質量％以下である。
【００７１】
上記酸基及び重合性二重結合を有する単量体の含有割合は、酸価が上述した好ましい範囲
内となるように設定することが好適であり、例えば、上記水酸基を有する重合体を形成す
る単量体成分の総量１００質量％に対し、酸基及び重合性二重結合を有する単量体の含有
割合が５質量％以上であることが好ましい。より好ましくは１０質量％以上、更に好まし
くは２０質量％以上である。また、９９質量％以下であることが好ましく、より好ましく
は８５質量％以下、更に好ましくは６０質量％以下、特に好ましくは５０質量％以下であ
る。
【００７２】
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上記水酸基を有する重合体を形成する単量体成分はまた、上述した単量体以外に、他の共
重合可能な単量体を含んでいてもよい。他の単量体としては、例えば、上述した単量体以
外の、Ｎ置換マレイミド系単量体、ジアルキル－２，２’－（オキシジメチレン）ジアク
リレート系単量体、アルキル－（α－アリルオキシメチル）アクリレート系単量体、（メ
タ）アクリル酸エステル系単量体、芳香族ビニル系単量体等の１種又は２種以上が好適に
使用される。これらの好適な形態や具体例等は上述したとおりである。
なお、他の単量体の含有割合は、上記水酸基を有する重合体を形成する単量体成分の総量
１００質量％中、６０質量％以下とすることが好ましく、５０質量％以下とすることがよ
り好適である。特にＮ置換マレイミド系単量体を含む場合、その含有割合は、耐熱性や硬
度、色材分散性、現像速度、透明性等の観点から、２～６０質量％とすることが好ましく
、より好ましくは２～５０質量％、更に好ましくは３～４０質量％である。
【００７３】
上記単量体成分を重合する方法や、上記単量体成分を重合して得られたベースポリマーに
、酸基と結合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物を反応させる方法について
は、上述したとおりである。
【００７４】
上記硬化性樹脂組成物において、（メタ）アクリレート系重合体及び水酸基を有する重合
体の含有割合は、用途や他成分の配合等に応じて適宜設定すればよいが、例えば、それら
の合計の固形分含量（水酸基を有する重合体を含まない場合は、（メタ）アクリレート系
重合体のみの固形分含量を意味する。）が、硬化性樹脂組成物の固形分総量１００質量％
に対し、５質量％以上であることが好ましい。また、８０質量％以下であることが好適で
ある。このような範囲にあることで、本発明の効果をより顕著に奏することが可能となる
。より好ましくは７～７０質量％、更に好ましくは１０～６０質量％である。
なお、「固形分総量」とは、硬化物を形成する成分（硬化物の形成時に揮発する溶媒等を
除く）の総量を意味する。
【００７５】
ここで、上記（メタ）アクリレート系重合体と水酸基を有する重合体とをいずれも含む場
合、これらの配合比は、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体由来の構成単位の熱
分解により生じる（メタ）アクリル酸と、系中の水酸基とがエステル架橋しやすくなるよ
うに配合比を設定すればよく、特に限定されるものではない。例えば、これらの質量比（
（メタ）アクリレート系重合体／水酸基を有する重合体）＝１～９９／９９～１とするこ
とが好適である。より好ましくは１０～９０／９０～１０である。
【００７６】
＜重合性化合物＞
上記硬化性樹脂組成物はまた、重合性化合物を含む。重合性化合物とは、重合性単量体と
も称し、フリーラジカル、電磁波（例えば赤外線、紫外線、Ｘ線等）、電子線等の活性エ
ネルギー線の照射等により重合し得る、重合性不飽和結合（重合性不飽和基とも称す）を
有する低分子化合物である。例えば、重合性不飽和基を分子中に１つ有する単官能の化合
物と、２個以上有する多官能の化合物が挙げられる。
【００７７】
上記単官能の重合性単量体としては、例えば、上記（メタ）アクリレート系重合体の単量
体成分に好ましく含有される他の単量体として例示した化合物のうち、Ｎ置換マレイミド
や（メタ）アクリル酸エステル類；（メタ）アクリルアミド類；不飽和モノカルボン酸類
；不飽和多価カルボン酸類；不飽和基とカルボキシル基の間が鎖延長されている不飽和モ
ノカルボン酸類；不飽和酸無水物類；芳香族ビニル類；共役ジエン類；ビニルエステル類
；ビニルエーテル類；Ｎ－ビニル化合物類；不飽和イソシアネート類；等が挙げられる。
【００７８】
上記多官能の重合性単量体としては、例えば、下記の化合物等が挙げられる。
エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレ
ート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコールジ（メタ
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）アクリレート、ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ヘキサンジオールジ（メ
タ）アクリレート、シクロヘキサンジメタノールジ（メタ）アクリレート、ビスフェノー
ルＡアルキレンオキシドジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＦアルキレンオキシド
ジ（メタ）アクリレート等の２官能（メタ）アクリレート化合物；
【００７９】
トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラ（
メタ）アクリレート、グリセリントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ
（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエ
リスリトールペンタ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アク
リレート、トリペンタエリスリトールヘプタ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリ
トールオクタ（メタ）アクリレート、エチレンオキシド付加トリメチロールプロパントリ
（メタ）アクリレート、エチレンオキシド付加ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）
アクリレート、エチレンオキシド付加ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート
、エチレンオキシド付加ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、プロピレ
ンオキシド付加トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシド
付加ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシド付加ペ
ンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、プロピレンオキシド付加ジペンタエリ
スリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ε－カプロラクトン付加トリメチロールプロパ
ントリ（メタ）アクリレート、ε－カプロラクトン付加ジトリメチロールプロパンテトラ
（メタ）アクリレート、ε－カプロラクトン付加ペンタエリスリトールテトラ（メタ）ア
クリレート、ε－カプロラクトン付加ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレー
ト等の３官能以上の多官能（メタ）アクリレート化合物；
【００８０】
エチレングリコールジビニルエーテル、ジエチレングリコールジビニルエーテル、ポリエ
チレングリコールジビニルエーテル、プロピレングリコールジビニルエーテル、ブチレン
グリコールジビニルエーテル、ヘキサンジオールジビニルエーテル、ビスフェノールＡア
ルキレンオキシドジビニルエーテル、ビスフェノールＦアルキレンオキシドジビニルエー
テル、トリメチロールプロパントリビニルエーテル、ジトリメチロールプロパンテトラビ
ニルエーテル、グリセリントリビニルエーテル、ペンタエリスリトールテトラビニルエー
テル、ジペンタエリスリトールペンタビニルエーテル、ジペンタエリスリトールヘキサビ
ニルエーテル、エチレンオキシド付加トリメチロールプロパントリビニルエーテル、エチ
レンオキシド付加ジトリメチロールプロパンテトラビニルエーテル、エチレンオキシド付
加ペンタエリスリトールテトラビニルエーテル、エチレンオキシド付加ジペンタエリスリ
トールヘキサビニルエーテル等の多官能ビニルエーテル類；
【００８１】
（メタ）アクリル酸２－ビニロキシエチル、（メタ）アクリル酸３－ビニロキシプロピル
、（メタ）アクリル酸１－メチル－２－ビニロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ビニ
ロキシプロピル、（メタ）アクリル酸４－ビニロキシブチル、（メタ）アクリル酸４－ビ
ニロキシシクロヘキシル、（メタ）アクリル酸５－ビニロキシペンチル、（メタ）アクリ
ル酸６－ビニロキシヘキシル、（メタ）アクリル酸４－ビニロキシメチルシクロヘキシル
メチル、（メタ）アクリル酸ｐ－ビニロキシメチルフェニルメチル、（メタ）アクリル酸
２－（ビニロキシエトキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシエト
キシエトキシ）エチル等のビニルエーテル基含有（メタ）アクリル酸エステル類；
【００８２】
エチレングリコールジアリルエーテル、ジエチレングリコールジアリルエーテル、ポリエ
チレングリコールジアリルエーテル、プロピレングリコールジアリルエーテル、ブチレン
グリコールジアリルエーテル、ヘキサンジオールジアリルエーテル、ビスフェノールＡア
ルキレンオキシドジアリルエーテル、ビスフェノールＦアルキレンオキシドジアリルエー
テル、トリメチロールプロパントリアリルエーテル、ジトリメチロールプロパンテトラア
リルエーテル、グリセリントリアリルエーテル、ペンタエリスリトールテトラアリルエー
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テル、ジペンタエリスリトールペンタアリルエーテル、ジペンタエリスリトールヘキサア
リルエーテル、エチレンオキシド付加トリメチロールプロパントリアリルエーテル、エチ
レンオキシド付加ジトリメチロールプロパンテトラアリルエーテル、エチレンオキシド付
加ペンタエリスリトールテトラアリルエーテル、エチレンオキシド付加ジペンタエリスリ
トールヘキサアリルエーテル等の多官能アリルエーテル類；
【００８３】
（メタ）アクリル酸アリル等のアリル基含有（メタ）アクリル酸エステル類；
トリ（アクリロイルオキシエチル）イソシアヌレート、トリ（メタクリロイルオキシエチ
ル）イソシアヌレート、アルキレンオキシド付加トリ（アクリロイルオキシエチル）イソ
シアヌレート、アルキレンオキシド付加トリ（メタクリロイルオキシエチル）イソシアヌ
レート等の多官能（メタ）アクリロイル基含有イソシアヌレート類；
トリアリルイソシアヌレート等の多官能アリル基含有イソシアヌレート類；
トリレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、キシリレンジイソシアネート
等の多官能イソシアネートと（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）アクリ
ル酸２－ヒドロキシプロピル等の水酸基含有（メタ）アクリル酸エステル類との反応で得
られる多官能ウレタン（メタ）アクリレート類；
ジビニルベンゼン等の多官能芳香族ビニル類；等。
【００８４】
上記重合性化合物の中でも、本発明の硬化性樹脂組成物の硬化性をより高める観点から、
多官能の重合性化合物を用いることが好適である。重合性化合物として多官能の重合性化
合物を用いる場合、その官能数として好ましくは３以上であり、より好ましくは４以上、
更に好ましくは５以上である。また、硬化収縮をより抑制する観点から、官能数は１０以
下が好ましく、より好ましくは８以下である。
また上記重合性化合物の分子量としては特に限定されないが、取り扱いの観点から、例え
ば、２０００以下が好適である。
【００８５】
上記重合性化合物として多官能の重合性化合物を用いる場合、当該重合性化合物の中でも
、反応性、経済性、入手性等の観点から、多官能（メタ）アクリレート化合物、多官能ウ
レタン（メタ）アクリレート化合物、（メタ）アクリロイル基含有イソシアヌレート化合
物等の、（メタ）アクリロイル基を有する化合物を用いることが好適である。より好まし
くは多官能（メタ）アクリレート化合物であり、これによって硬化性樹脂組成物が感光性
及び硬化性により優れたものとなり、より一層高硬度で高透明性の硬化物を得ることが可
能になる。更に好ましくは、３官能以上の多官能（メタ）アクリレート化合物を用いるこ
とである。
【００８６】
上記重合性化合物の含有割合としては、用いる重合性化合物や上記（メタ）アクリレート
系重合体の種類の他、目的や用途等に応じて適宜設定すればよいが、現像性や製版性によ
り優れる観点から、硬化性樹脂組成物の固形分総量１００質量％に対し、２質量％以上で
あることが好ましく、また、８０質量％以下であることが好適である。下限値としてより
好ましくは５質量％以上、更に好ましくは８質量％以上、特に好ましくは１０質量％以上
であり、上限値としてより好ましくは７０質量％以下、更に好ましくは５０質量％以下、
特に好ましくは３０質量％以下、最も好ましくは２０質量％以下である。
【００８７】
＜光重合開始剤＞
上記硬化性樹脂組成物は更に、光重合開始剤を含む。光重合開始剤として好ましくは、ラ
ジカル重合性の光重合開始剤である。ラジカル重合性の光重合開始剤とは、電磁波や電子
線等の活性エネルギー線の照射により重合開始ラジカルを発生させるものであり、通常使
用されるものを１種又は２種以上使用することができる。また、必要に応じて、光増感剤
や光ラジカル重合促進剤等を１種又は２種以上併用してもよい。光重合開始剤とともに、
光増感剤及び／又は光ラジカル重合促進剤を使用してもよいし、使用しなくてもよい。光
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増感剤及び／又は光ラジカル重合促進剤を併用しなくても本願発明の効果は充分に発揮さ
れるが、併用した場合は感度や硬化性がより向上される。
【００８８】
上記光重合開始剤として具体的には、例えば、下記の化合物等が挙げられる。
２，２－ジエトキシアセトフェノン、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン
、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フ
ェニルプロパン－１－オン、１－〔４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル〕－２－ヒ
ドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン、２－ヒドロキシ－１－｛４－〔４－（
２－ヒドロキシ－２－メチルプロピオニル）ベンジル〕フェニル｝－２－メチルプロパン
－１－オン、２－メチル－１－（４－メチルチオフェニル）－２－モルフォリノプロパン
１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブ
タノン－１、２－（ジメチルアミノ）－２－〔（４－メチルフェニル）メチル〕－１－〔
４－（４－モルホリニル）フェニル〕－１－ブタノン等のアルキルフェノン系化合物；ベ
ンゾフェノン、４，４’－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、２－カルボキシベン
ゾフェノン等のベンゾフェノン系化合物；ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチル
エーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル等のベンゾ
イン系化合物；チオキサントン、２－エチルチオキサントン、２－イソプロピルチオキサ
ントン、２－クロロチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、２，４－ジエチ
ルチオキサントン等のチオキサントン系化合物；
【００８９】
２－（４－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
２－（４－メトキシナフチル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
２－（４－エトキシナフチル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
２－（４－エトキシカルボキニルナフチル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－
トリアジン等のハロメチル化トリアジン系化合物；２－トリクロロメチル－５－（２’－
ベンゾフリル）－１，３，４－オキサジアゾール、２－トリクロロメチル－５－〔β－（
２’－ベンゾフリル）ビニル〕－１，３，４－オキサジアゾール、４－オキサジアゾール
、２－トリクロロメチル－５－フリル－１，３，４－オキサジアゾール等のハロメチル化
オキサジアゾール系化合物；２，２’－ビス（２－クロロフェニル）－４，４’，５，５
’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’－ビス（２，４－ジクロロフ
ェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１，２’－ビイミダゾール、２，２’
－ビス（２，４，６－トリクロロフェニル）－４，４’，５，５’－テトラフェニル－１
，２’－ビイミダゾール等のビイミダゾール系化合物；１，２－オクタンジオン，１－〔
４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）〕、エタノン，１－〔９－エ
チル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－，１－（Ｏ－
アセチルオキシム）等のオキシムエステル系化合物；ビス（η５－２，４－シクロペンタ
ジエン－１－イル）－ビス（２，６－ジフルオロ－３－（１Ｈ－ピロール－１－イル）－
フェニル）チタニウム等のチタノセン系化合物；ｐ－ジメチルアミノ安息香酸、ｐ－ジエ
チルアミノ安息香酸等の安息香酸エステル系化合物；９－フェニルアクリジン等のアクリ
ジン系化合物等。
【００９０】
上記光重合開始剤と併用してもよい光増感剤や光ラジカル重合促進剤としては、例えば、
キサンテン色素、クマリン色素、３－ケトクマリン系化合物、ピロメテン色素等の色素系
化合物；４－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘ
キシル等のジアルキルアミノベンゼン系化合物；２－メルカプトベンゾチアゾール、２－
メルカプトベンゾオキサゾール、２－メルカプトベンゾイミダゾール等のメルカプタン系
水素供与体等が挙げられる。
【００９１】
上記光重合開始剤の含有量は、目的、用途等に応じて適宜設定すればよく、特に限定され
ないが、光重合開始剤を除く硬化性樹脂組成物の固形分総量１００質量部に対し、０．１
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質量部以上であることが好適である。これにより、密着性により優れた硬化物を得ること
ができ、高温暴露後においても剥がれがより充分に抑制される。また、光重合開始剤の分
解物が与える影響や経済性等とのバランスを考慮すると、３０質量部以下であることが好
ましい。下限値としてより好ましくは０．５質量部以上、更に好ましくは１質量部以上、
特に好ましくは２質量部以上であり、上限値としてより好ましくは２５質量部以下、更に
好ましくは２０質量部以下である。
【００９２】
上記光増感剤及び光ラジカル重合促進剤は、上述したように使用しなくてもよいが、使用
する場合は、硬化性、分解物が与える影響及び経済性のバランスの観点から、硬化性樹脂
組成物の固形分総量１００質量％に対し、０．００１～２０質量％であることが好ましい
。より好ましくは０．０１～１５質量％、更に好ましくは０．０５～１０質量％である。
【００９３】
＜他の成分＞
－溶剤－
上記硬化性樹脂組成物はまた、溶剤を含むことが好適である。溶剤は、希釈剤等として好
ましく使用される。すなわち具体的には、粘度を下げ取扱い性を向上する；乾燥により塗
膜を形成する；色材の分散媒とする；等のために好適に使用されるものであり、硬化性樹
脂組成物中の各含有成分を溶解又は分散することができる、低粘度の有機溶媒又は水であ
る。
【００９４】
上記溶剤としては、通常使用するものを使用することができ、目的、用途に応じて適宜選
択すればよく、特に限定されないが、例えば、下記の化合物等が挙げられる。これらは単
独で用いても、２種以上を併用してもよい。
【００９５】
メタノール、エタノール、イソプロパノール、ｎ－ブタノール、ｓ－ブタノール等のモノ
アルコール類；エチレングリコール、プロピレングリコール等のグリコール類；テトラヒ
ドロフラン，ジオキサン等の環状エーテル類；エチレングリコールモノメチルエーテル、
エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエ
チレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノメチルエーテル、プロ
ピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、３－
メトキシブタノール等のグリコールモノエーテル類；エチレングリコールジメチルエーテ
ル、エチレングリコールジエチルエーテル、エチレングリコールエチルメチルエーテル、
ジエチレングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエ
チレングリコールエチルメチルエーテル、プロピレングリコールジメチルエーテル、プロ
ピレングリコールジエチルエーテル等のグリコールエーテル類；
【００９６】
エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエー
テルアセテート、エチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコ
ールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテー
ト、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノメ
チルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、プロピ
レングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノメチルエー
テルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジプロピレン
グリコールモノブチルエーテルアセテート、３－メトキシブチルアセテート等のグリコー
ルモノエーテルのエステル類；酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸イソプロピ
ル、酢酸ブチル、プロピオン酸メチル、プロピオン酸エチル、プロピオン酸ブチル、乳酸
メチル、乳酸エチル、乳酸ブチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロ
ピオン酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、
アセト酢酸メチル、アセト酢酸エチル等のアルキルエステル類；アセトン、メチルエチル
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ケトン、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノン等のケトン類；ベンゼン、トルエン
、キシレン、エチルベンゼン等の芳香族炭化水素類；ヘキサン、シクロヘキサン、オクタ
ン等の脂肪族炭化水素類；ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、Ｎ－メチルピ
ロリドン等のアミド類；水；等。
【００９７】
上記溶剤の使用量としては、目的、用途に応じて適宜設定すればよく、特に限定されない
が、本発明の硬化性樹脂組成物の総量１００質量％中に、１０～９０質量％含まれるよう
にすることが好ましい。より好ましくは２０～８０質量％である。
【００９８】
上記硬化性樹脂組成物は更に、それが適用される各用途の要求特性に応じて、例えば、色
材（着色剤とも称す）；分散剤；耐熱向上剤；レベリング剤；現像助剤；シリカ微粒子等
の無機微粒子；シラン系、アルミニウム系、チタン系等のカップリング剤；フィラー、エ
ポキシ樹脂、フェノール樹脂、ポリビニルフェノール等の熱硬化性樹脂；多官能チオール
化合物等の硬化助剤；可塑剤；重合禁止剤；紫外線吸収剤；酸化防止剤；艶消し剤；消泡
剤；帯電防止剤；スリップ剤；表面改質剤；揺変化剤；揺変助剤；キノンジアジド化合物
；多価フェノール化合物；カチオン重合性化合物；酸発生剤；等の１種又は２種以上を、
更に含んでいてもよい。例えば、上記硬化性樹脂組成物をカラーフィルター用途に使用す
る場合には、色材を含むことが好ましい。このように上記硬化性樹脂組成物が更に色材を
含む形態もまた、本発明の好適な形態の１つである。また、色材、分散剤、耐熱向上剤、
レベリング剤、カップリング剤及び現像助剤からなる群より選択される少なくとも１種を
含む形態も好適である。以下、これらの含有成分について説明する。
【００９９】
－色材－
上記色材としては、例えば、顔料や染料が好適に使用される。これらは、単独で使用して
もよいし、２種以上を組み合わせて使用してもよい。また、顔料と染料とを組み合わせて
もよい。例えば、カラーフィルターの赤色、青色、緑色画素を形成する場合、青と紫、緑
と黄等、色材を組み合わせて求める色特性を発揮させる手法が好適に使用される。また、
ブラックマトリックスを形成する場合にも黒の色材を用いて形成することができる。
上記顔料及び染料の中でも、例えば耐久性の点では、顔料（例えば有機顔料又は無機顔料
）が優れ、また、例えばパネル等の輝度向上の点では染料が優れることから、求められる
特性に応じて適宜これらを選択又は併用すればよい。なお、顔料の中でもより好ましくは
有機顔料である。
【０１００】
上記顔料としては、例えば、アゾ系顔料、フタロシアニン系顔料、多環式顔料（例えばキ
ナクリドン系、ペリレン系、ペリノン系、イソインドリノン系、イソインドリン系、ジオ
キサジン系、チオインジゴ系、アントラキノン系、キノフタロン系、金属錯体系、ジケト
ピロロピロール系等）、染料レーキ系顔料等の有機顔料；白色・体質顔料（例えば酸化チ
タン、酸化亜鉛、硫化亜鉛、クレー、タルク、硫酸バリウム、炭酸カルシウム等）、有彩
顔料（例えば黄鉛、カドミニウム系、クロムバーミリオン、ニッケルチタン、クロムチタ
ン、黄色酸化鉄、ベンガラ、ジンククロメート、鉛丹、群青、紺青、コバルトブルー、ク
ロムグリーン、酸化クロム、バナジン酸ビスマス等）、黒色顔料（例えばカーボンブラッ
ク、ボーンブラック、グラファイト、鉄黒、チタンブラック等）、光輝材顔料（例えばパ
ール顔料、アルミ顔料、ブロンズ顔料等）、蛍光顔料（例えば硫化亜鉛、硫化ストロンチ
ウム、アルミン酸ストロンチウム等）等の無機顔料が挙げられる。また、使用できる顔料
の色としては、黄色、赤色、紫色、青色、緑色、褐色、黒色、白色等が挙げられる。
【０１０１】
上記顔料はまた、目的や用途に応じて、ロジン処理、界面活性剤処理、樹脂系分散剤処理
、顔料誘導体処理、酸化皮膜処理、シリカコーティング、ワックスコーティング等の表面
処理がなされていてもよい。
【０１０２】



(22) JP 2017-160460 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

上記顔料の具体例を、下記に色別に、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．；The Society of D
yers and Colourists発行)番号により示すが、本発明の色材はこれらのみに限定されるも
のではない。また、これらは単独で使用してもよいし、２種類以上を組み合わせて使用し
てもよい。以下の「Ｃ．Ｉ．」はカラーインデックスを意味し、数字はカラーインデック
スナンバーを意味する。
【０１０３】
黄色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、２、３、４、５、６、７、
９、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、２０、２４、３１、３２、３４、３５
、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４１、４２、４３、４８、４９、
５３、５５、６０、６１、６１：１、６２、６２：１、６３、６５、７１、７３、７４、
７５、７７、８１、８３、８７、９３、９４、９５、９７、９８、９９、１００、１０１
、１０４、１０５、１０６、１０８、１０９、１１０、１１１、１１３、１１４、１１６
、１１７、１１９、１２０、１２３、１２４、１２６、１２７、１２７：１、１２８、１
２９、１３０、１３３、１３４、１３６、１３８、１３９、１４２、１４７、１４８、１
５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１５７、１５８、１５９、１
６０、１６１、１６２、１６３、１６４、１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１
７０．１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７９、１８０、１８１、１８２、１
８３、１８４、１８５、１８８、１８９、１９０、１９１、１９１：１、１９２、１９３
、１９４、１９５、１９６、１９７、１９８、１９９、２００、２０２、２０３、２０４
、２０５、２０６、２０７、２０８、２０９、２０９：１、２１２、２１３、２１４、２
１５、２１９等が挙げられる。
【０１０４】
橙色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１、２、３、４、５、１３、１
５、１６、１７、１９、２０、２１、２２、２３、２４、３１、３４、３６、３８、３９
、４０、４３、４６、４８、４９、５１、６０、６１、６２、６４、６５、６７、６８、
６９、７０、７１、７２、７３、７４、７５、７７、７８、７９、８１等が挙げられる。
紫色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、１：１、２、２：２、
３、３：１、３：３、５、５：１、１３、１４、１５、１６、１７、１９、２３、２５、
２７、２９、３１、３２、３６、３７、３８、３９、４２、４４、４７、４９、５０等が
挙げられる。
【０１０５】
赤色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、２、３、４、５、６、７、８
、９、１０、１１、１２、１４、１５、１６、１７、１８、２１、２２、２３、３１、３
２、３７、３８、４０、４１、４２、４７、４８、４８：１、４８：２、４８：３、４８
：４、４８：５、４９、４９：１、４９：２、５０：１、５２、５２：１、５２：２、５
３、５３：１、５３：２、５３：３、５４、５７、５７：１、５７：２、５８、５８：２
、５８：４、６０、６０：１、６３、６３：１、６３：２、６４、６４：１、６８、６９
、８１、８１：１、８１：２、８１：３、８１：４、８３、８８、８９、９０：１、９５
、９７、１０１、１０１：１、１０２、１０４、１０５、１０６、１０８、１０８：１、
１０９、１１２、１１３、１１４、１２２、１２３、１３６、１４４、１４６、１４７、
１４９、１５０、１５１、１６４、１６６、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、
１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７８、１７９、１８０、１８１、１８２、
１８３、１８４、１８５、１８７、１８８、１９０、１９３、１９４、２００、２０２、
２０６、２０７、２０８、２０９、２１０、２１１、２１３、２１４、２１５、２１６、
２２０、２２１、２２４、２２６、２３０、２３１、２３２、２３３、２３５、２３６、
２３７、２３８、２３９、２４２、２４３、２４５、２４７、２４８、２４９、２５０、
２５１、２５３、２５４、２５５、２５６、２５７、２５８、２５９、２６０、２６２、
２６３、２６４、２６５、２６６、２６７、２６８、２６９、２７０、２７１、２７２、
２７３、２７４、２７５、２７６、２７９等が挙げられる。
【０１０６】
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青色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、１：２、９、１４、１５、１
５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：５、１５：６、１６、１７、１７：１、
１９、２４、２４：１、２５、２６、２７、２８、２９、３３、３５、３６、５６、５６
：１、６０、６１、６１：１、６２、６３、６６、６７、６８、７１、７２、７３、７４
、７５、７６、７８、７９、８０等が挙げられる。
緑色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン１、２、４、７、８、１０、１
３、１５、１７、１８、１９、２６、３６、４５、４８、５０、５１、５４、５５、５８
等が挙げられる。
【０１０７】
褐色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン５、６、２３、２４、２５、３
２、４１、４２等が挙げられる。
黒色顔料としては、例えば、アニリンブラック、カーボンブラック、ランプブラック、ボ
ーンブラック、黒鉄、チタンブラック、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１、６、７、９、１
０、１１、１２、１３、２０、３１、３２、３４等が挙げられる。白色顔料としては、例
えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントホワイト１、２、４、５、６、７、１１、１２、１８、１９、
２１、２２、２３、２６、２７、２８等を挙げることができる。
【０１０８】
上記染料としては、例えば、特開２０１０－９０３３号公報、特開２０１０－２１１１９
８号公報、特開２００９－５１８９６号公報、特開２００８－５０５９９号公報に記載さ
れている有機染料を使用することができる。中でも、アゾ系染料、アントラキノン系染料
、フタロシアニン系染料、キノンイミン系染料、キノリン系染料、ニトロ系染料、カルボ
ニル系染料、メチン系染料等が好ましい。
【０１０９】
上記色材の含有割合（すなわち顔料及び染料の合計割合）は、目的、用途に応じて、適宜
設定することができるが、当該色材の含有割合の好ましい範囲は、硬化性樹脂組成物の固
形分総量１００質量％に対し、３～７０質量％である。より好ましくは５～６０質量％、
更に好ましくは１０～５０質量％である。
【０１１０】
－分散剤－
上記分散剤とは、色材への相互作用部位と分散媒（例えば溶剤やバインダー樹脂）への相
互作用部位とを有し、色材の分散媒への分散を安定化する働きを持つものであり、一般的
には、樹脂型分散剤（例えば高分子分散剤）、界面活性剤（例えば低分子分散剤）、色素
誘導体に分類される。本発明の硬化性樹脂組成物は、色材とともに分散剤を含むことが好
適である。なお、分散剤（すなわち、樹脂型分散剤、界面活性剤及び／又は色素誘導体）
としては、通常使用される分散剤を使用することができる。また、分散剤として、１種の
ものを単独で使用してもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【０１１１】
上記樹脂型分散剤としては、例えば、ポリウレタン、ポリアクリレート等のポリカルボン
酸エステル、不飽和ポリアミド、ポリカルボン酸、ポリカルボン酸アミン塩、ポリカルボ
ン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸アルキルアミン塩、ポリシロキサン、長鎖ポリアミ
ノアマイドリン酸塩、水素基含有ポリカルボン酸エステル、ポリ（低級アルキレンイミン
）と遊離のカルボキシル基を有するポリエステルとの反応により形成されたアミドやその
塩、（メタ）アクリル酸－スチレン共重合体、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸
エステル共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニル
ピロリドン、ポリエステル系、変性ポリアクリレート、エチレンオキサイド／ポリプロピ
レンオキサイド付加物等が挙げられる。
また上記樹脂型分散剤の構造としては、主鎖が色材への相互作用部位を有するアンカー鎖
で、グラフト鎖が分散媒への相互作用性を有する相溶性鎖であるようなグラフト構造の樹
脂や、アンカー鎖と相溶性鎖がブロック構造になっている樹脂が、特に好ましく用いられ
る。
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【０１１２】
上記樹脂型分散剤の商品名を挙げると、例えば、以下のようなものが挙げられる。ただし
、これらに限定されるものではない。
ＥＦＫＡ－４６、４７，４８、７４５、１１０１、１１２０、１１２５、４００８、４０
０９、４０４６、４０４７、４５２０、４５４０、４５５０、６７５０、４０１０、４０
１５、４０２０、４０５０、４０５５、４０６０、４０８０、４３００、４３３０、４４
００、４４０１、４４０２、４４０３、４４０６、４８００、５０１０、５０４４、５２
４４、５０５４、５０５５、５０６３、５０６４、５０６５、５０６６、１２１０、２１
５０、ＫＳ８６０、ＫＳ８７３Ｎ、７００４、１８１３、１８６０、１４０１、１２００
、５５０、ＥＤＡＰＬＡＮ４７０、４７２、４８０、４８２、Ｋ－ＳＰＥＲＳＥ１３１、
１５２５０７０、５２０７（以上、エフカアディティブズ（ＥＦＫＡ　ＡＤＤＩＴＩＶＥ
Ｓ）社製）；Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－Ｕ、Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－Ｕ１００、Ａｎｔｉ－
Ｔｅｒｒａ－２０４、Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－２０５、Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－Ｐ、Ｄｉ
ｓｐｅｒｂｙｋ－１０１、１０２、１０３、１０６、１０８、１０９、１１０、１１１、
１１２、１５１、１６０、１６１、１６２、１６３、１６４、１６６、１８２、Ｐ－１０
４、Ｐ－１０４Ｓ、Ｐ１０５、２２０Ｓ、２０３、２０４、２０５、２０００、２００１
、９０７５、９０７６、９０７７（以上、ビックケミー社製）；ＳＯＬＳＰＥＲＳＥ３０
００、５０００、９０００、１２０００、１３２４０、１３９４０、１７０００、２００
００、２２０００、２４０００、２４０００ＧＲ、２６０００、２８０００（以上、日本
ルーブリゾール社製）；Ｄｉｓｐｅｒｌｏｎ７３０１、３２５、３７４、２３４、１２２
０、２１００、２２００、ＫＳ２６０、ＫＳ２７３Ｎ、１５２ＭＳ（以上、楠本化成社製
）；アジスパーＰＢ－７１１、８２１、８２２、８８０、ＰＮ－４１１、ＰＡ－１１１（
以上、味の素ファインテクノ社製）；ＫＰシリーズ（信越化学工業社製）；ポリフローシ
リーズ（共栄社化学社製）；メガファックシリーズ（ディーアイシー（ＤＩＣ）社製）；
ディスパーエイドシリーズ（サンノプコ社製）；等が挙げられる。
【０１１３】
上記界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ドデシ
ルベンゼンスルホン酸ナトリウム、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキル
ジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウ
リル硫酸トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸ナトリウム、
ラウリル硫酸ナトリウム等のアニオン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレイルエーテ
ル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル
、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート、ポリエチレングリコールモノラウレ
ート等のノニオン性界面活性剤；アルキル４級アンモニウム塩やそれらのエチレンオキサ
イド付加物等のカチオン性界面活性剤；アルキルジメチルアミノ酢酸ベタイン等のアルキ
ルベタイン、アルキルイミダゾリン等の両性界面活性剤；等が挙げられる。
【０１１４】
上記色素誘導体とは、官能基を色素に導入した構造の化合物であり、官能基としては、例
えば、スルホン酸基、スルホンアミド基及びその４級塩、ジアルキルアミノ基、水酸基、
カルボキシル基、アミド基、フタルイミド基等が挙げられる。母体となる色素の構造とし
ては、例えば、アゾ系、アントラキノン系、キノフタロン系、フタロシアニン系、キナク
リドン系、ベンズイミダゾロン系、イソインドリン系、ジオキサジン系、インダンスレン
系、ペリレン系、ジケトピロロピロール系等が挙げられる。
【０１１５】
上記分散剤（すなわち、樹脂型分散剤、界面活性剤及び／又は色素誘導体）の含有割合は
、目的や用途に応じて適宜設定すればよいが、分散安定性、耐久性（耐熱性、耐光性、耐
候性等）及び透明性のバランスの観点から、例えば、硬化性樹脂組成物の固形分総量１０
０質量％に対し、０．０１～６０質量％であることが好ましい。より好ましくは０．１～
５０質量％、更に好ましくは０．３～４０質量％である。
【０１１６】
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－耐熱向上剤－
上記耐熱向上剤は、耐熱性や強度の向上のために好ましく使用される。耐熱向上剤として
は、例えば、Ｎ－（アルコキシメチル）メラミン化合物、２個以上のエポキシ基やオキセ
タニル基を有する化合物等が好適である。特に、上記硬化性樹脂組成物を、フォトスペー
サー用レジスト、保護膜用透明レジストや層間絶縁膜用レジストとして使用する場合には
、これらの使用が好ましい。
【０１１７】
－レベリング剤－
上記レベリング剤は、レベリング性向上のために好ましく使用される。レベリング剤とし
ては、フッ素系、シリコン系の界面活性剤が好ましい。
【０１１８】
－カップリング剤－
上記カップリング剤は、密着性向上のために好ましく使用される。カップリング剤として
は、シラン系のカップリング剤が好ましく、例えば、エポキシ系、メタクリル系、アミノ
系のシランカップリング剤が挙げられる。中でも、エポキシ系のシランカップリング剤が
好ましい。
【０１１９】
－現像助剤－
上記現像助剤は、現像性向上のために好ましく使用される。現像助剤としては、例えば、
（メタ）アクリル酸、酢酸、プロピオン酸等のモノカルボン酸類；マレイン酸、フマル酸
、コハク酸、テトラヒドロフタル酸、トリメリット酸等の多価カルボン酸類；無水マレイ
ン酸、無水コハク酸、テトラヒドロフタル酸無水物、トリメリット酸無水物等のカルボン
酸無水物類；等が好適である。
【０１２０】
上記硬化性樹脂組成物の製造方法としては特に限定されず、例えば、上述した含有成分を
、各種の混合機や分散機を用いて混合分散することによって調製することができる。混合
・分散工程は特に限定されず、通常の手法により行えばよい。また、通常行われる他の工
程を更に含むものであってもよい。なお、上記硬化性樹脂組成物が色材を含む場合は、色
材の分散処理工程を経て製造することが好適である
【０１２１】
上記色材の分散処理工程としては、例えば、まず、色材（好ましくは有機顔料）、分散剤
及び溶剤を各所定量秤量し、ペイントコンディショナー、ビーズミル、ロールミル、ボー
ルミル、ジェットミル、ホモジナイザー、ニーダー、ブレンダー等の分散機を用い、色材
を微粒子分散させて液状の色材分散液（ミルベースとも称す）とする手法が挙げられる。
好ましくは、ロールミル、ニーダー、ブレンダー等で混練分散処理をしてから、０．０１
～１ｍｍのビーズを充填したビーズミル等のメディアミルで微分散処理をする。得られた
ミルベースに、別途攪拌混合しておいた、（メタ）アクリレート系重合体、重合性単量体
、及び、光重合開始剤、並びに、必要に応じて溶剤やレベリング剤等を含む組成物（好ま
しくは透明液）を加えて混合、均一な分散溶液とし、硬化性樹脂組成物を得ることができ
る。
なお、得られた硬化性樹脂組成物は、フィルター等によって、濾過処理をして微細なゴミ
を除去するのが好ましい。
【０１２２】
〔硬化物〕
本発明の硬化性樹脂組成物は、上述したように、感光性や硬化性に特に優れ、現像性、耐
溶剤性、基板（基材）との密着性、耐熱性及び透明性等の基本性能に優れる硬化物を与え
るものである。このような硬化物はまた、画像形成性及び表面平滑性にも優れ、例えば、
現像後に未露光部の残渣や地汚れ等がないものである。このような上記硬化性樹脂組成物
を硬化してなる硬化物もまた、本発明の１つである。
【０１２３】
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上記硬化物（硬化膜）は、その膜厚（厚み）が０．１～２０μｍであることが好適である
。これにより、上記硬化物を用いた部材等や表示装置等の低背化要求に充分に応えること
ができる。より好ましくは０．５～１０μｍ、更に好ましくは０．５～８μｍである。
【０１２４】
上記硬化物は、例えば、液晶表示装置や固体撮像素子等に用いられるカラーフィルター、
インキ、印刷版、プリント配線板、半導体素子、フォトレジスト等の、各種の光学部材や
電機・電子機器等の用途に好ましく使用される。中でも、カラーフィルターに用いること
が好ましい。このように上記硬化性樹脂組成物を用いてなるカラーフィルター、すなわち
具体的には、基板上に、上記硬化物を有するカラーフィルターもまた、本発明の１つであ
る。以下、カラーフィルターについて、更に説明する。
【０１２５】
＜カラーフィルター＞
本発明のカラーフィルターは、基板上に、上記硬化物を有する形態からなる。
上記カラーフィルターにおいて、本発明の硬化性樹脂組成物により形成される硬化物は、
例えば、ブラックマトリクスや、赤色、緑色、青色、黄色等の各画素のような着色が必要
なセグメントとして特に好適であるが、フォトスペーサー、保護層、配向制御用リブ等の
着色が必ずしも必要としないセグメントとしても好適である。
【０１２６】
上記カラーフィルターに使用される基板としては、例えば、白板ガラス、青板ガラス、ア
ルカリ強化ガラス、シリカコート青板ガラス等のガラス基板；ポリエステル、ポリカーボ
ネート、ポリオレフィン、ポリスルホン、環状オレフィンの開環重合体やその水素添加物
等の熱可塑性樹脂からなるシート、フィルム又は基板；エポキシ樹脂、不飽和ポリエステ
ル樹脂等の熱硬化性樹脂からなるシート、フィルム又は基板；アルミニウム板、銅板、ニ
ッケル板、ステンレス板等の金属基板；セラミック基板；光電変換素子を有する半導体基
板；表面に色材層を備えるガラス基板（例えばＬＣＤ用カラーフィルタ）等の各種材料か
ら構成される部材；等が挙げられる。中でも、耐熱性の点から、ガラス基板や、耐熱性樹
脂からなるシート、フィルム又は基板が好ましい。また、上記基板は透明基板であること
が好適である。
また上記基材には、必要に応じて、コロナ放電処理、オゾン処理、シランカップリング剤
等による薬品処理等を行ってもよい。
【０１２７】
＜カラーフィルターの製造方法＞
上記カラーフィルターを得るには、例えば、画素一色につき（すなわち、一色の画素ごと
に）、基板上に、上記硬化性樹脂組成物を配置する工程（配置工程とも称す）と、該基板
上に配置された硬化性樹脂組成物に光を照射する工程（光照射工程とも称す）と、現像液
により現像処理する工程（現像工程とも称す）と、加熱処理する工程（加熱工程とも称す
）とを含む手法を採用し、これと同じ手法を各色で繰り返す製造方法を採用することが好
適である。なお、各色の画素の形成順序は、特に限定されるものではない。
【０１２８】
－配置工程（好ましくは塗布工程）－
上記配置工程は、塗布により行うことが好適である。基板上に上記硬化性樹脂組成物を塗
布する方法としては、例えば、スピン塗布、スリット塗布、ロール塗布、流延塗布等が挙
げられ、いずれの方法も好ましく用いることができる。
上記配置工程ではまた、上記硬化性樹脂組成物を基板上に塗布した後、塗膜を乾燥するこ
とが好適である。塗膜の乾燥は、例えば、ホットプレート、ＩＲオーブン、コンベクショ
ンオーブン等を用いて行うことができる。乾燥条件は、含まれる溶媒成分の沸点、硬化成
分の種類、膜厚、乾燥機の性能等に応じて適宜選択されるが、通常、５０～１６０℃の温
度で１０秒～３００秒間行うことが好適である。
【０１２９】
－光照射工程－



(27) JP 2017-160460 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

上記光照射工程において、使用される活性光線の光源としては、例えば、キセノンランプ
、ハロゲンランプ、タングステンランプ、高圧水銀灯、超高圧水銀灯、メタルハライドラ
ンプ、中圧水銀灯、低圧水銀灯、カーボンアーク、蛍光ランプ等のランプ光源、アルゴン
イオンレーザー、ＹＡＧレーザー、エキシマレーザー、窒素レーザー、ヘリウムカドミニ
ウムレーザー、半導体レーザー等のレーザー光源等が使用される。また、露光機の方式と
しては、プロキシミティー方式、ミラープロジェクション方式、ステッパー方式が挙げら
れるが、プロキシミティー方式が好ましく用いられる。
なお、活性エネルギー光線の照射工程では、用途によっては、所定のマスクパターンを介
して活性エネルギー光線を照射することとしてもよい。この場合、露光部が硬化し、硬化
部が現像液に対して不溶化又は難溶化されることになる。
【０１３０】
－現像工程－
上記現像工程は、上述した光照射工程の後、現像液によって現像処理し、未露光部を除去
しパターンを形成する工程である。これにより、パターン化された硬化膜を得ることがで
きる。現像処理は、通常、１０～５０℃の現像温度で、浸漬現像、スプレー現像、ブラシ
現像、超音波現像等の方法で行うことができる。
【０１３１】
上記現像工程で使用される現像液は、本発明の硬化性樹脂組成物を溶解するものであれば
特に限定されないが、通常、有機溶媒やアルカリ性水溶液が用いられ、これらの混合物を
用いてもよい。なお、現像液としてアルカリ性水溶液を用いる場合には、現像後、水で洗
浄することが好ましい。
【０１３２】
上記現像液として好適な有機溶媒としては、例えば、エーテル系溶媒やアルコール系溶媒
等が挙げられる。具体的には、例えば、ジアルキルエーテル類、エチレングリコールモノ
アルキルエーテル類、エチレングリコールジアルキルエーテル類、ジエチレングリコール
ジアルキルエーテル類、トリエチレングリコールジアルキルエーテル類、アルキルフェニ
ルエーテル類、アラルキルフェニルエーテル類、ジ芳香族エーテル類、イソプロパノール
、ベンジルアルコール等が挙げられる。
【０１３３】
上記アルカリ性水溶液には、アルカリ剤の他、必要に応じ、界面活性剤、有機溶媒、緩衝
剤、染料、顔料等を含有させることができる。この場合の有機溶媒としては、上述した現
像液として好適な有機溶媒等が挙げられる。
上記アルカリ剤としては、例えば、珪酸ナトリウム、珪酸カリウム、水酸化ナトリウム、
水酸化カリウム、水酸化リチウム、第三リン酸ナトリウム、第二リン酸ナトリウム、炭酸
ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム等の無機のアルカリ剤；トリメチルアミ
ン、ジエチルアミン、イソプロピルアミン、ｎ－ブチルアミン、モノエタノールアミン、
ジエタノールアミン、トリエタノールアミン、テトラメチルアンモニウムヒドロキシド、
テトラエチルアンモニウムヒドロキシド等のアミン類が挙げられ、これらは単独でも２種
以上を組み合わせてもよい。
【０１３４】
上記界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル類、ポリオキシ
エチレンアルキルエステル類、ソルビタン酸アルキルエステル類、モノグリセリドアルキ
ルエステル類等のノニオン系界面活性剤；アルキルベンゼンスルホン酸塩類、アルキルナ
フタレンスルホン酸塩類、アルキル硫酸塩類、アルキルスルホン酸塩類、スルホコハク酸
エステル塩類等のアニオン性界面活性剤；アルキルベタイン類、アミノ酸類等の両性界面
活性剤等が挙げられ、これらは単独でも２種以上を組み合わせてもよい。
【０１３５】
－加熱工程－
上記加熱工程は、上述した現像工程の後、焼成によって露光部（硬化部）を更に硬化させ
る工程（後硬化工程とも称す）である。例えば、高圧水銀灯等の光源を使用して、例えば
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０．５～５Ｊ／ｃｍ２の光量で後露光する工程や、例えば６０～２６０℃の温度で１０秒
～１２０分間にわたって後加熱する工程等が挙げられる。このような後硬化工程を行うこ
とにより、パターン化された硬化膜の硬度及び密着性を更に強固なものとすることが可能
になる。また、この加熱工程により、上記硬化性樹脂組成物に含まれる（メタ）アクリレ
ート系重合体の構成単位の一部（すなわち、３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体
の一部に由来する部分）が分解されるため、硬化性及び耐溶剤性を高めることができる。
【０１３６】
上記加熱工程によって得られる硬化膜（すなわち、上記硬化性樹脂組成物を熱硬化して得
られる硬化膜）の膜厚は、０．１～２０μｍであることが好適である。本発明の硬化性樹
脂組成物を用いることで、充分に膜厚が低減された硬化膜を与えることができる。より好
ましくは０．５～１０μｍ、更に好ましくは０．５～８μｍである。
なお、上記加熱工程により得られる塗膜（すなわち硬化膜）の膜厚は、加熱前の塗膜の膜
厚を１００％とすると、９０％以下であることが好適である。より好ましくは８０％以下
、更に好ましくは７０％以下である。
【０１３７】
上記加熱工程において、加熱温度は、１５０℃以上であることが好適である。これにより
、上記３級炭素含有（メタ）アクリレート系単量体の一部に由来する部分がより効果的に
分解されるため、硬化性及び耐溶剤性の向上をより実現することが可能になる。より好ま
しくは１６０℃以上、更に好ましくは１７０℃以上、特に好ましくは１８０℃以上である
。また、２６０℃以下とすることが好ましく、より好ましくは２５０℃以下である。
【０１３８】
上記加熱工程における加熱時間は特に限定されないが、例えば、５～６０分間とすること
が好適である。また、加熱方法も特に限定されないが、例えば、ホットプレート、コンベ
クションオーブン、高周波加熱機等の加熱機器を用いて行うことができる。
【０１３９】
〔表示装置〕
本発明はまた、上記カラーフィルターを用いて構成されてなる表示装置でもある。
なお、上記硬化性樹脂組成物により形成される硬化物を有する表示装置用部材及び表示装
置もまた、本発明の好適な実施形態に含まれる。上記硬化性樹脂組成物により形成される
硬化物（硬化膜）は、安定して、基材等に対する密着性に優れ、かつ高硬度であるうえ、
高平滑性を示し、高い透過率を有するものであるから、透明部材として特に好適であり、
また、各種表示装置における保護膜や絶縁膜としても有用である。
【０１４０】
上記表示装置としては、例えば、液晶表示装置、固体撮像素子、タッチパネル式表示装置
等が好適である。
なお、上記硬化物（硬化膜）を表示装置用部材として用いる場合、当該部材は、上記硬化
膜から構成されるフィルム状の単層又は多層の部材であってもよいし、該単層又は多層の
部材に更に他の層が組み合わされた部材であってもよいし、また、上記硬化膜を構成中に
含む部材であってもよい。
【発明の効果】
【０１４１】
本発明の硬化性樹脂組成物は、上述のような構成であるので、硬化性や硬化後の耐溶剤性
、基板（基材）との密着性、耐熱性及び透明性等の各種物性を安定的に発揮でき、保存安
定性に優れ、カラーフィルター等の各種用途に有用なものである。したがって、このよう
な硬化性樹脂組成物により形成される硬化物（硬化膜）を有するカラーフィルター及び表
示装置は、光学分野や電機・電子分野で非常に有用なものである。
【発明を実施するための形態】
【０１４２】
以下に実施例を掲げて本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例のみに限
定されるものではない。なお、特に断りのない限り、「部」は「質量部」を意味する。
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以下の合成例等において、各種物性等は以下のようにして測定した。
【０１４３】
＜重量平均分子量＞
ポリスチレンを標準物質とし、テトラヒドロフランを溶離液として、ＨＬＣ－８２２０Ｇ
ＰＣ（東ソー社製）、カラム：ＴＳＫｇｅｌ　ＳｕｐｅｒＨＺＭ－Ｍ（東ソー社製）によ
るＧＰＣ（ゲル浸透クロマトグラフィー）法にて重量平均分子量を測定した。
【０１４４】
＜固形分＞
重合体溶液（樹脂溶液又はポリマー溶液とも称す）をアルミカップに約１ｇはかり取り、
アセトン約３ｇを加えて溶解させた後、常温で自然乾燥させた。そして、熱風乾燥機（エ
スペック社製、商品名：ＰＨＨ－１０１）を用い、真空下１４０℃で１．５時間乾燥した
後、デシケータ内で放冷し、質量を測定した。その質量減少量から、重合体溶液の固形分
（質量％）を計算した。
【０１４５】
＜酸価＞
樹脂溶液３ｇを精秤し、アセトン９０ｇと水１０ｇとの混合溶媒に溶解し、０．１規定の
ＫＯＨ水溶液を滴定液として用いて、自動滴定装置（平沼産業社製、商品名：ＣＯＭ－５
５５）により、重合体溶液の酸価を測定し、溶液の酸価と溶液の固形分とから固形分１ｇ
当たりの酸価（ＡＶ）を求めた。
【０１４６】
＜硬化性樹脂組成物の吸光度＞
硬化性樹脂組成物を５ｃｍ角のガラス基板上にスピンコートし、８０℃で３分間乾燥後、
高圧水銀灯にて１００ｍＪで露光を行い、２２０℃で３０分時間熱処理を行い、膜厚５μ
ｍの薄膜を得た。その後、１－メチル－２－ピロリドン２０ｇに２５℃で２時間浸漬し、
塗膜から溶出した１－メチル－２－ピロリドンの色相を分光光度計ＵＶ３１００（島津製
作所社製）で測定して、４５０ｎｍの吸光度を求めた。
【０１４７】
合成例１
樹脂溶液１（ＢｚＭＩ－ＣＨＭＡ－ｔ－ＢＭＡ－ＭＡＡ共重合体溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテート８４４．５７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱
して９０℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにＮ－ベンジルマレイミ
ド５０ｇ、メタクリル酸シクロヘキシル１２５ｇ、メタクリル酸ｔ－ブチル２２５ｇ、メ
タクリル酸１００ｇ及びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（日本油脂社
製「パーブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合したものを準備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ－ドデシ
ルメルカプタン２１ｇ、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート８４ｇを攪
拌混合したものを準備した。反応槽の温度が９０℃になった後、同温度を保持しながら、
滴下槽から３時間かけて滴下を開始し、重合を行った。滴下終了後３０分間９０℃を保っ
た後、１１５℃まで昇温し、９０分間熟成を行った。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は７８００、酸価は１２９ｍｇ
ＫＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３５．０質量％であった。
【０１４８】
合成例２
樹脂溶液２（ＢｚＭＩ－ＣＨＭＡ－ＨＥＭＡ－ＭＡＡ共重合体溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテート８４４．５７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱
して９０℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにＮ－ベンジルマレイミ
ド５０ｇ、メタクリル酸シクロヘキシル２５０ｇ、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル１
００ｇ、メタクリル酸１００ｇ及びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（
日本油脂社製「パーブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合したものを準備し、滴下槽（Ｂ）に、
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ｎ－ドデシルメルカプタン２１ｇ、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
８４ｇを攪拌混合したものを準備した。反応槽の温度が９０℃になった後、同温度を保持
しながら、滴下槽から３時間かけて滴下を開始し、重合を行った。滴下終了後３０分間９
０℃を保った後、１１５℃まで昇温し、９０分間熟成を行った。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は７７００、酸価は１２９ｍｇ
ＫＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３５．０質量％であった。
【０１４９】
合成例３
樹脂溶液３（側鎖二重結合含有共重合体；ＢｚＭＩ－ｔ－ＢＡ－ＡＡ／／ＧＭＡ共重合体
溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテル１００６．６７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱して９０
℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにＮ－ベンジルマレイミド２０ｇ
、アクリル酸ｔ－ブチル２５０ｇ、アクリル酸２３０ｇ及びｔ－ブチルパーオキシ－２－
エチルヘキサノエート（日本油脂社製「パーブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合したものを準
備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ－ドデシルメルカプタン４０ｇ、プロピレングリコールモノメ
チルエーテル１６０ｇを攪拌混合したものを準備した。反応槽の温度が９０℃になった後
、同温度を保持しながら、滴下槽から滴下を開始し、３時間かけて重合を行った。滴下終
了後３０分間９０℃を保った後、１１５℃まで昇温し、９０分間熟成を行った。
その後、ガス導入管の窒素を酸素／窒素混合ガス（酸素／窒素＝５／９５ｖｏｌ％）に変
え、禁止剤として２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）（
川口化学社製、「アンテージｗ－４００」）１．３４ｇ、及び、触媒としてトリエチルア
ミン２．６８ｇを添加し、攪拌混合した後、付加化合物としてグリシジルメタクリレート
３９３．７４ｇを添加し、１１５℃まで昇温して付加反応を行い、８時間後、ＧＣ（ガス
クロマトグラフィー）分析による残存ＧＭＡ量が０．５質量％以下になったところで反応
を終了し、側鎖にラジカル重合性二重結合を有する酸基含有共重合体のポリマー溶液を得
た。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は６８００、酸価は５８ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３９．０質量％であった。
なお、「ＢｚＭＩ－ｔ－ＢＡ－ＡＡ／／ＧＭＡ共重合体溶液」とは、“ＢｚＭＩ、ｔ－Ｂ
Ａ及びＡＡを用いて得たベースポリマーに、ＧＭＡを反応させて得られる共重合体の溶液
”を意味する。
【０１５０】
合成例４
樹脂溶液４（側鎖二重結合含有共重合体；ＢｚＭＩ－ＣＨＡ－ＨＥＡ－ＡＡ／／ＧＭＡ共
重合体溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテル１００６．６７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱して９０
℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにＮ－ベンジルマレイミド２０ｇ
、アクリル酸シクロヘキシル１５０ｇ、アクリル酸２－ヒドロキシエチル１００ｇ、アク
リル酸２３０ｇ及びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（日本油脂社製「
パーブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合したものを準備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ－ドデシルメ
ルカプタン４０ｇ、プロピレングリコールモノメチルエーテル１６０ｇを攪拌混合したも
のを準備した。反応槽の温度が９０℃になった後、同温度を保持しながら、滴下槽から３
時間かけて滴下を開始し、重合を行った。滴下終了後３０分間９０℃を保った後、１１５
℃まで昇温し、９０分間熟成を行った。
その後、ガス導入管の窒素を酸素／窒素混合ガス（酸素／窒素＝５／９５ｖｏｌ％）に変
え、禁止剤として２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）（
川口化学社製、「アンテージｗ－４００」）１．３４ｇ、及び、触媒としてトリエチルア
ミン２．６８ｇを添加し、攪拌混合した後、付加化合物としてグリシジルメタクリレート
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３９３．７４ｇを添加し、１１５℃まで昇温して付加反応を行い、８時間後、ＧＣ（ガス
クロマトグラフィー）分析による残存ＧＭＡ量が０．５質量％以下になったところで反応
を終了し、側鎖にラジカル重合性二重結合を有する酸基含有共重合体のポリマー溶液を得
た。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は６８００、酸価は５８ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３９．０質量％であった。
なお、「ＢｚＭＩ－ＣＨＡ－ＨＥＡ－ＡＡ／／ＧＭＡ共重合体溶液」とは、“ＢｚＭＩ、
ＣＨＡ、ＨＥＡ及びＡＡを用いて得たベースポリマーに、ＧＭＡを反応させて得られる共
重合体の溶液”を意味する。
【０１５１】
合成例５
樹脂溶液５（ＢｚＭＩ－ＣＨＭＡ－ｔ－ＢＭＡ－ＨＥＭＡ－ＭＡＡ共重合体溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテ－ト８４４．５７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱
して９０℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにＮ－ベンジルマレイミ
ド５０ｇ、メタクリル酸シクロヘキシル１２５ｇ、メタクリル酸ｔ－ブチル１２５ｇ、メ
タクリル酸２－ヒドロキシエチル１００ｇ、メタリル酸１００ｇ及びｔ－ブチルパーオキ
シ－２－エチルヘキサノエート（日本油脂社製「パーブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合した
ものを準備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ－ドデシルメルカプタン２１ｇ、プロピレングリコー
ルモノメチルエーテルアセテート８４ｇを攪拌混合したものを準備した。反応槽の温度が
９０℃になった後、同温度を保持しながら、滴下槽から３時間かけて滴下を開始し、重合
を行った。滴下終了後３０分間９０℃を保った後、１１５℃まで昇温し、９０分間熟成を
行った。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は７７００、酸価は１３３ｍｇ
ＫＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３５．０質量％であった。
【０１５２】
合成例６
樹脂溶液６（側鎖二重結合含有共重合体；ＢｚＭＩ－ｔ－ＢＡ－ＨＥＡ－ＡＡ／／ＧＭＡ
共重合体溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテル１００６．６７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱して９０
℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにＮ－ベンジルマレイミド２０ｇ
、アクリル酸ｔ－ブチル１５０ｇ、アクリル酸２－ヒドロキシエチル１００ｇ、アクリル
酸２３０ｇ及びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（日本油脂社製「パー
ブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合したものを準備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ－ドデシルメルカ
プタン４０ｇ、プロピレングリコールモノメチルエーテル１６０ｇを攪拌混合したものを
準備した。反応槽の温度が９０℃になった後、同温度を保持しながら、滴下槽から３時間
かけて滴下を開始し、重合を行った。滴下終了後３０分間９０℃を保った後、１１５℃ま
で昇温し、９０分間熟成を行った。
その後、ガス導入管の窒素を酸素／窒素混合ガス（酸素／窒素＝５／９５ｖｏｌ％）に変
え、禁止剤として２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）（
川口化学社製、「アンテージｗ－４００」）１．３４ｇ、及び、触媒としてトリエチルア
ミン２．６８ｇを添加し、攪拌混合した後、付加化合物としてグリシジルメタクリレート
３９３．７４ｇを添加し、１１５℃まで昇温して付加反応を行い、８時間後、ＧＣ（ガス
クロマトグラフィー）分析による残存ＧＭＡ量が０．５質量％以下になったところで反応
を終了し、側鎖にラジカル重合性二重結合を有する酸基含有共重合体のポリマー溶液を得
た。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は６８００、酸価は５８ｍｇＫ
ＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３９．０質量％であった。
なお、「ＢｚＭＩ－ｔ－ＢＡ－ＨＥＡ－ＡＡ／／ＧＭＡ共重合体溶液」とは、“ＢｚＭＩ
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、ｔ－ＢＡ、ＨＥＡ及びＡＡを用いて得たベースポリマーに、ＧＭＡを反応させて得られ
る共重合体の溶液”を意味する。
【０１５３】
合成例７
樹脂溶液７（ＭＭＡ－ＭＡＡ共重合体溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテ－ト８４４．５７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱
して９０℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにメタクリル酸メチル４
００ｇ、メタリル酸１００ｇ及びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（日
本油脂社製「パーブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合したものを準備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ
－ドデシルメルカプタン２１ｇ、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート８
４ｇを攪拌混合したものを準備した。反応槽の温度が９０℃になった後、同温度を保持し
ながら、滴下槽から３時間かけて滴下を開始し、重合を行った。滴下終了後３０分間９０
℃を保った後、１１５℃まで昇温し、９０分間熟成を行った。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は７７００、酸価は１３３ｍｇ
ＫＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３５．０質量％であった。
【０１５４】
合成例８
樹脂溶液８（ＢｚＭＩ－ｔ－ＢＭＡ－ＨＥＭＡ－ＭＡＡ共重合体溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテ－ト８７４．５７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱
して９０℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにＮ－ベンジルマレイミ
ド５０ｇ、メタクリル酸ｔ－ブチル２３５ｇ、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル１００
ｇ、メタリル酸１１５ｇ及びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（日本油
脂社製「パーブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合したものを準備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ－ド
デシルメルカプタン６ｇ、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート５４ｇを
攪拌混合したものを準備した。反応槽の温度が９０℃になった後、同温度を保持しながら
、滴下槽から３時間かけて滴下を開始し、重合を行った。滴下終了後３０分間９０℃を保
った後、１１５℃まで昇温し、９０分間熟成を行った。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は１５５００、酸価は１５０ｍ
ｇＫＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３５．０質量％であった。
【０１５５】
合成例９
樹脂溶液９（ＭＤ－ｔ－ＢＭＡ－ＨＥＭＡ－ＭＡＡ共重合体溶液）の合成
温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテ－ト８４４．５７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱
して９０℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにジメチル－２，２’－
［オキシビス（メチレン）］ビス－２－プロペノエート（ＭＤ）５０ｇ、メタクリル酸ｔ
－ブチル２５０ｇ、メタクリル酸２－ヒドロキシエチル１００ｇ、メタリル酸１００ｇ及
びｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート（日本油脂社製「パーブチルＯ」）
１０ｇを攪拌混合したものを準備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ－ドデシルメルカプタン１５ｇ
、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート８４ｇを攪拌混合したものを準備
した。反応槽の温度が９０℃になった後、同温度を保持しながら、滴下槽から３時間かけ
て滴下を開始し、重合を行った。滴下終了後３０分間９０℃を保った後、１１５℃まで昇
温し、９０分間熟成を行った。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は１２０００、酸価は１３３ｍ
ｇＫＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３５．０質量％であった。
【０１５６】
合成例１０
樹脂溶液１０（ＡＭＡ－ｔ－ＢＭＡ－ＨＥＭＡ－ＭＡＡ共重合体溶液）の合成
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温度計、攪拌機、ガス導入管、冷却管及び滴下槽導入口を備えた反応槽に、プロピレング
リコールモノメチルエーテルアセテ－ト８４４．５７ｇを仕込み、窒素置換した後、加熱
して９０℃まで昇温した。他方、滴下槽（Ａ）として、ビーカーにメチル－（α－アリル
オキシメチル）アクリレート（ＡＭＡ）５０ｇ、メタクリル酸ｔ－ブチル２５０ｇ、メタ
クリル酸２－ヒドロキシエチル１００ｇ、メタリル酸１００ｇ及びｔ－ブチルパーオキシ
－２－エチルヘキサノエート（日本油脂社製「パーブチルＯ」）１０ｇを攪拌混合したも
のを準備し、滴下槽（Ｂ）に、ｎ－ドデシルメルカプタン１５ｇ、プロピレングリコール
モノメチルエーテルアセテート８４ｇを攪拌混合したものを準備した。反応槽の温度が９
０℃になった後、同温度を保持しながら、滴下槽から３時間かけて滴下を開始し、重合を
行った。滴下終了後３０分間９０℃を保った後、１１５℃まで昇温し、９０分間熟成を行
った。
得られたポリマー溶液を分析したところ、重量平均分子量は１２３００、酸価は１３２ｍ
ｇＫＯＨ／ｇ、樹脂固形分は３５．２質量％であった。
【０１５７】
表１に、樹脂溶液１～１０の詳細を示す。
なお、表１中の樹脂を構成する単量体の配合量に関し、ベースポリマーを構成する各単量
体の数値は、これらの総量を１００質量％としたときの各々の配合割合（質量％）を記載
した。また、合成例４及び６において、当該ベースポリマーに付加するＧＭＡ（酸基と結
合し得る官能基及び重合性二重結合を有する化合物）の数値は、酸基と重合性二重結合と
を有する単量体（この場合は、ＡＡである）のカルボン酸分に、付加させたＧＭＡ割合と
して記載しており、「ＧＭＡ配合割合（ＧＭＡを付加させたＡＡ配合割合（質量％））＝
｛ＧＭＡのモル量（ｍｏｌ）／ＡＡのモル量（ｍｏｌ）｝×ＡＡ配合割合（質量％）」に
より求められる。例えば、合成例４では、ベースポリマー（１００質量％）中のＡＡが４
６質量％で構成され、この４６質量％（３１９１ｍｍｏｌ）のＡＡに、２７６９ｍｍｏｌ
のＧＭＡを付加させたことで、当該ＧＭＡの配合割合（質量％）を「４０」と規定した。
【０１５８】
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【表１】

【０１５９】
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表１中の記号は、下記のとおりである。
ＢｚＭＩ：Ｎ－ベンジルマレイミド
ＭＤ：ジメチル－２，２’－［オキシビス（メチレン）］ビス－２－プロペノエート
ＡＭＡ：メチル－（α－アリルオキシメチル）アクリレート
ＭＭＡ：メタクリル酸メチル
ＣＨＭＡ：メタクリル酸シクロヘキシル
ＣＨＡ：アクリル酸シクロヘキシル
ｔ－ＢＭＡ：メタクリル酸ｔ－ブチル
ｔ－ＢＡ：アクリル酸ｔ－ブチル
ＨＥＭＡ：メタクリル酸２－ヒドロキシエチル
ＨＥＡ：アクリル酸２－ヒドロキシエチル
ＭＡＡ：メタクリル酸
ＡＡ：アクリル酸
ＧＭＡ：グリシジルメタクリレート
【０１６０】
作製例１
顔料分散体１の作製
プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテートを１２．９部、分散剤としてディス
パロンＤＡ－７３０１を０．４部、色材としてＣ．Ｉ．ピグメントグリーン３６（Ｍｏｎ
ａｓｔｒａｌ　Ｇｒｅｅｎ　６Ｙ－ＣＬ、Ｈｅｕｂａｃｈ社製）を２．２５部、及び、Ｃ
．Ｉ．ピグメントイエロー１５０（Ｙｅｌｌｏｗ　Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｅ４ＧＮ－ＧＴ、Ｌ
ａｎｘｅｓｓ社製）１．５部を混合し、ペイントシェーカーにて３時間分散することで顔
料分散体１を得た。
【０１６１】
実施例１
樹脂溶液１を１．０部、樹脂溶液２を１．０部、ラジカル重合性化合物としてジペンタエ
リスリトールヘキサアクリレートを０．７０部、ラジカル重合性光重合開始剤としてイル
ガキュア３６９（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）を０．３５部、顔料分散体１
を７．８８部、溶媒としてプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート６．５７
部を混合し、硬化性樹脂組成物１を得た。この硬化性樹脂組成物１について吸光度を測定
すると、１．６×１０－２であった。
【０１６２】
実施例２～８、比較例１～７
表２及び３に示す配合としたこと以外は実施例１と同様にして、硬化性樹脂組成物２～１
５を各々得た後、吸光度を各々測定した。結果を表２及び３に示す。
【０１６３】
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【表２】

【０１６４】
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【表３】

【０１６５】
表２及び３の結果より、下記のことが確認された。
実施例１と比較例１、２、５及び６；実施例２と比較例３及び４；実施例３、６、７及び
８と比較例７；実施例４と比較例３及び４；は、それぞれ同様の条件で硬化物を得て吸光
度を測定した例であるが、これらをそれぞれ比較すると、いずれも、実施例に比較して比
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較例では吸光度が著しく大きく、硬化物の透明性に劣ることが分かる。ここで、硬化性樹
脂組成物の硬化性や耐溶剤性が不充分であると、色材が溶出することに起因して硬化物の
吸光度が大きくなるため、表２及び３の結果から、実施例に比較して比較例の硬化性樹脂
組成物は硬化性及び耐溶剤性が不充分であったことが分かる。また、表には示していない
が、実施例で得た硬化物はいずれも、現像性や基板との密着性、耐熱性等の各種物性にも
優れるものであった。
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